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巻  頭巻  頭

「子どもの読書アンケート」 の結果を報告します

　子どもの読書は、言葉を学び、感性を磨
みが

き、表現力を高め、想像力を豊かなものにし、より深く人生を
生きていく力を身につけていくうえで欠くことのできないものです。国は、平成 13年 12 月に「子ども
の読書活動の推進に関する法律」を公布・施行し、県および市町村に対して、読書推進計画を策定するこ
とを定めました。
　そこで、御嵩町教育委員会では、子どもの読書活動に影響を与える要因などを明らかにするとともに、
今後の読書推進計画の策定に活かしていくためのアンケート調査をおこないました。
　ここでは、アンケート結果の一部を紹介します。

【アンケート調査の概要】

　◎調査名：子どもの読書アンケート
　◎実施時期：平成 23年 9月
　◎調査対象：①年中児の保護者 � 148 名
　 ②�小学 2年生・5年生の児童と保護者 � 336 名
　 ③�中学 2年生の生徒と保護者 � 160 名

◎アンケート回収率：
　　年中児の保護者　　　76.4％
　　児童・生徒　　　　　97.6％
　　小・中学生の保護者　80.8％

【アンケートの結果】

表① あなたは本が好きですか？

　　（�年中は保護者が「お子さんは本が好きですか」に回答）
表② 本が嫌いな理由は何ですか？

　　（�表①で「どちらかといえば嫌い」「嫌い」と回答した人のみ）

表③ 本をどのくらい読んでいますか？

扌 読書は好きだけど…
　【表①】�本が「好き」「どちらかといえば好き」と回答した子は、年中では約 95％、小 2では約 85％、小

5では約 69％、中 2では約 77％で、御嵩町の子どもたちは全体的に読書が好きだといえます。
しかし、学年が上がると、「好き」と回答する子が少なくなっていく傾向にあります。

　【表②】�本が「嫌い」と回答した子に理由を尋ねると、「文章を読むのが苦手」と回答した子は、小 2では
35％、小 5では約 44％、中 2では 50％と徐々に増加しています。学年が上がり、活字の多い本
を読む機会が多くなってきたことで、苦手意識が出てくるのではないでしょうか。

➡ 週に 1 回の読書習慣は 7 割超
　【表③】�年中では、週に 1回以上、保護者が読み

聞かせをしている家庭が 90％を超えてい
ます。家庭での読み聞かせの意識の高さ
がうかがえます。児童・生徒でも、週に
1回以上、本を読む子は 70％を超えてお
り、読書を習慣としている児童・生徒が
多いようです。

年中

小 2

小 5

中 2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

■�好き　　■�どちらかといえば好き
■�どちらかといえば嫌い　　■�嫌い

小 2

小 5

中 2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

■�つまらない　　■�ほかの遊びのほうがおもしろい
■�文章を読むのが苦手　　■�その他　　　　　　　

年中

小 2

小 5

中 2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

■�ほぼ毎日　　■�週 3回くらい　　□�週 1回くらい
■�月に 1・2回　　■�年に数回　　■�ほとんど読んでいない
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中山道みたけ館（☎ 67-7500）

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

➡  子どもの読み聞かせには、家族みんなでかか
わる家庭が増えています

　【表④】�すべての年代で「母親」という回答が
80％を超えています。注目すべき点は、
年中児の場合、父親や祖父母、兄・姉が
読み聞かせに参加する割合が高くなって
いることです。読み聞かせが、家庭に
浸
しんとう

透しつつあることがうかがえます。

表④ 家庭では、 どなたがお子さんに本を読んでいますか？

　　（�保護者が回答。小 5・中 2の保護者には、子どもが小さかったときのことをお尋ねしています。複数回答あり）

母親

父親

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

■�年中
■�小 2
■�小 5
■�中 2

祖父母

兄・姉

その他

表⑤ 本を読むことは大切だと思いますか？

➡  多くの保護者は、本を読むことは大切だと
思っています

　【表⑤】�どの年代の保護者も子どもも、本を読む
ことは「大切だと思う」「どちらかといえ
ば大切だと思う」と考えているようです。
しかし、「思わない」と回答した保護者が
すべての年代で0％であったのに対し、「思
わない」と回答した児童・生徒の割合は
少し高くなっています。

年中
（保護者）

小 2

小 5

中 2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

■�思う　　■�どちらかといえば思う　　　　
■�どちらかといえば思わない　　■�思わない

表⑥ 中山道みたけ館へ行ったことがありますか？

（この 1年の間に）
表⑦ 誰と中山道みたけ館へ行きますか？

扌 中学生になると図書館へ行く人が半数に…
　【表⑥】�小 2は約 70％、小 5は約 76％が図書館へ「行ったことがある」と回答しています。しかし、中

2になると半数以下の約 49％に減少しています。これは、中学生になると、部活などで時間の余
裕がなくなることが原因にあるようです。図書館へ行かない理由も別に尋ねていますが、「時間が
ない」などの理由が中学生では目立ちました。小学生では、「図書館が遠い」という理由が一番多かっ
たです。（次ページの参考資料参照）

　【表⑦】�どの年代を見ても、「家族」という回答が一番多く、図書館へ足を運んでいる家庭は家族みんなで
読書を楽しんでいるようです。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

■�ある　　■�ない

小 2

小 5

中 2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

■�自分だけ　　■�家族　　■�友だち　　■�その他

小 2

小 5

中 2

小 2
（保護者）

小 5
（保護者）

中 2
（保護者）

49.0 41.6 5.4 4.0

43.8 42.0 10.8 3.4

67.3 22.6 5.0 5.0

73.1 26.1 0.8

69.8 28.8 1.4

73.9 25.4 0.7

75.6 24.4

69.9 30.1

75.6 24.4

49.1 51.0

1.7 76.3 16.1 5.9

13.8 60.3 24.1 1.7

16.7 52.8 30.6
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中山道みたけ館（☎ 67-7500）

表⑧ どうすれば、 子どもが本を読むようになると思いますか？

　（表⑧ -1 児童 ・ 生徒）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表⑧ -2 保護者）

扌【表⑧ -1】�児童・生徒では、「読むかどうかは本人にまかせたほうがよい」という回答の比率が、学年と
ともに高くなっています。

【表⑧ -2】�保護者は児童・生徒に比べて、「テレビ・ゲームの時間を減らす」という回答が多かったです。
自由回答欄には、「親がその子に合った本を選んであげる」　「親が読書をしている姿を見せる」
「本が身近にある環境を整える」などの意見がありました。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

■�学校で読書の時間を増やす　　
■�テレビ・ゲームの時間を減らす　　
■�読むかどうかは本人にまかせたほうがよい　　■�その他

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

■�おとなが読んであげる　　
■�テレビ・ゲームの時間を減らす　　
■�読むかどうかは本人にまかせたほうがよい　　■�その他

小 2

小 5

中 2

＜参考資料＞ 図書館 （中山道みたけ館） へ行かない理由は何ですか？（複数回答あり）

0％

10％

20％

30％

40％

本に興味が
ない

図書館が
遠い

本屋で買う
ことが多い

時間がない 家や学校に読み
たい本がある

その他

■�小 2
■�小 5
■�中 2

年中
（保護者）

小 2
（保護者）

小 5
（保護者）

中 2
（保護者）

※アンケート結果の詳細は、中山道みたけ館のホームページで閲覧できます。
■問い合わせ：中山道みたけ館　担当：山

や ま だ

田　☎ 67-7500

まとめ　～本が身近にある環境を～

　現在、町内の保育園・幼稚園などでは、保育士・幼稚園教諭な
どによる読み聞かせを毎日、おこなっています。小学校では、朝
読書や昼の読書、ボランティアによる読み聞かせ、中学校では朝
読書などで、習慣的に本にふれる機会を設けています。このよう
な取り組みにより、御嵩町の子どもは本に親しむ環境にあるとい
えます。
　一方で、子どもがより身近に本を手にすることができる環境づ
くりを進めていくことが、さらなる読書の推進につながります。
また、図書館へ行かない子どもたちも読書への関心は高く、身近
に本があることで読書の時間が増えていくと考えます。
　乳幼児期からの読み聞かせの習慣が、その後の読書習慣につな
がっていきます。子どもの生活の基本は「家庭」です。本のある
暮らしを子ども時代に習慣づけるには、家族が寄り添い、働きか
けることが欠かせません。町でも、読書を「楽しい」と思う子ど
もが少しでも増えていくように、読書推進計画の策定に取り組ん
でいきます。

～ 読み聞かせに

ぜひ ご参加ください！～

★中山道みたけ館
　◎えほんのひろば
　　毎月第 2・4火曜日
　　午前 10時 30分～午前 11時
　◎わくわくたいむ
　　毎月第 1・2・4土曜日
　　午後 2時～午後 2時 30分
★ぽっぽかん
　◎おはなしの広場
　　第 2水曜日
　　午前 10時 30分～

午前 11時 30分
　◎みみちゃんタイム
　　月曜～金曜日
　　午前 11時 30分

49.7 26.3 23.4 0.6

49.2 13.6 34.5 2.8

42.7 11.5 39.5 6.4

64.9 14.5 6.1 14.5

47.2 22.9 20.1 9.7

28.4 41.1 14.9 15.6

21.0 37.0 25.2 16.8
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保健センター（内線 2192）

日�程 会�場 時�間

6 月 6 日（水）

保健センター 午前 　9：00 ～ 10：30
上之郷公民館 午前 11：00 ～ 11：30
中公民館 午後 　1：00 ～　2：30
伏見公民館 午後 　3：00 ～　4：00

6 月 7 日（木）

次月公民館 午前 　9：00 ～　9：15
宿公民館 午前 　9：25 ～　9：40
送木公民館 午前 　9：50 ～ 10：05
城町公民館 午前 10：15 ～ 10：30
南山台東第一集会所 午前 10：40 ～ 11：00
南山台西第一集会所 午前 11：10 ～ 11：30
長岡公民館 午後 　1：00 ～　1：20
板良公民館 午後 　1：40 ～　2：00
みたけ会館 午後 　2：10 ～　2：50
願興寺西側駐車場 午後 　3：00 ～　3：30

6 月 8 日（金）

井尻クラブ 午前 　9：00 ～　9：25
谷 御嵩工業 午前 　9：35 ～　9：45
つなぎセンター 午前 　9：55 ～ 10：20
大久後公民館 午前 10：35 ～ 10：45
大久後 三浦様宅前 午前 10：55 ～ 11：05
小原公民館 午前 11：20 ～ 11：40
謡坂公民館 午前 11：50 ～ 12：00
美佐野公民館 午後 　1：30 ～　1：45
津橋公民館 午後 　2：00 ～　2：20
前沢公民館 午後 　2：30 ～　2：40
御嵩公民館 午後 　3：00 ～　4：00

6 月 12 日（火）

昭和町公民館 午前 　9：00 ～　9：15
老人憩いの家 午前 　9：30 ～ 10：30
大庭台第一集会所 午前 10：45 ～ 11：15
古屋敷公民館 午前 11：30 ～ 12：00
西田第一集会所 午後 　1：30 ～　2：15
長瀬上集会所 午後 　2：30 ～　3：00
保健センター 午後 　3：15 ～　4：00

6 月 13 日（水）

顔戸公民館 午前 　9：00 ～ 10：00
大庭台第三集会所 午前 10：15 ～ 10：35
中公民館 午前 10：50 ～ 11：50
里公民館 午後 　1：10 ～　1：40
洞公民館 午後 　1：55 ～　2：10
稲荷台公民館 午後 　2：25 ～　3：00
高倉公民館 午後 　3：10 ～　3：30
高倉台公民館 午後 　3：45 ～　4：00

6 月 14 日（木）

本郷公民館 午前 　9：00 ～　9：30
新町公民館 午前 　9：45 ～ 10：15
野崎公民館 午前 10：30 ～ 11：00
あっと訪夢 午前 11：15 ～ 12：00
伏見児童館 午後 　1：30 ～　2：00
伏見公民館 午後 　2：15 ～　3：30

　

町
で
は
、
64
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

左
記
の
日
程
で
「
結
核
検
診
」
を
お
こ
な

い
ま
す
。
都
合
の
よ
い
日
時
お
よ
び
会
場

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
票
は
、4
月
に
送
付
し
ま
し
た
「
検

診
受
診
希
望
台
帳
」
で
「
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
申
し
込
み
」
に
○
印
を
つ
け
た
人
お
よ

び
未
記
入
・
未
返
却
の
人
に
発
送
し
ま
す
。

　

受
診
票
を
持
っ
て
、
会
場
へ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

＜ 結 核 検 診 日 程 表 ＞

※地区の指定はありませんので、都合のよい会場で受診してください。

※�

受
診
票
の
な
い
人
も
受

診
で
き
ま
す
の
で
、
検

診
会
場
で
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

※�

受
診
票
は
、
5
月
下
旬

に
発
送
予
定
で
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
安や

す
え江

（
内
線�

２
１
９
2
）
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町税は必ず納期限までに納めましょう！
また、納付忘れを防ぐために、

口座振替を利用しましょう！　

固定資産税
12億 4,468 万円
（52.41％）

町民税
9億 8,930 万円
（41.65％）

町たばこ税
9,860 万円
（4.15％）

軽自動車税
4,227 万円
�（1.78％）

入湯税
27万円

（0.01％）

町税収入　23 億 7,512 万円

◆
町
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
町
税

　

町
税
は
、
所
得
や
資
産
の
状
況
に
応
じ

て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
公
平
に
負
担
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

納
め
て
い
た
だ
い
た
貴
重
な
町
税
は
、

町
の
重
要
な
自
主
財
源
と
し
て
、
町
民
の

み
な
さ
ん
の
福
祉
や
教
育
な
ど
の
各
種
公

共
サ
ー
ビ
ス
、
事
業
の
推
進
な
ど
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
税
が
十

分
に
確
保
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
と
、
町

の
財
政
運
営
が
悪
化
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
に
行
き
届
い
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
う
た
め
に
、
納
期
限

ま
で
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
町
税
収
入
の
内
訳

　

町
税
は
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
歳
入

予
算
の
約
38
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

◆
町
税
は
自
主
納
付
が
原
則

　

町
税
は
、
町
職
員
が
各
家
庭
を
戸
別
に

訪
問
し
て
集
金
す
る
も
の
で
は
な
く
、
納

税
者
の
み
な
さ
ん
に
決
め
ら
れ
た
納
期
限

ま
で
に
自
主
的
に
納
付
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。
こ
れ
を
「
自
主
納
税
制
度
」
と

い
い
、
納
税
の
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
…

　

決
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な

い
と
滞た

い
の
う納

と
な
り
…

◎
督と

く
そ
く促

手
数
料
が
加
算
さ
れ
ま
す

　

納
期
限
ま
で
に
町
税
を
完
納
し
な
か
っ

た
人
に
は
、
納
期
限
後
20
日
以
内
に
督
促

状
を
発
送
し
、
さ
ら
に
手
数
料
１
０
０
円

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

◎
延え

ん
た
い滞

金き
ん

が
加
算
さ
れ
ま
す

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
た
人
と
の
公
平

を
保
つ
た
め
に
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納

め
る
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
、
延
滞
金

（
遅
れ
た
た
め
の
利
息
）
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

【
延
滞
金
の
算
定
】

　

納
期
限
の
翌
日
か
ら
1
か
月
を
経
過
す

る
日
ま
で
を
年
4.3
％
、
前
記
の
翌
日
か
ら

納
付
の
日
ま
で
を
年
14
・
6
％
で
計
算
し

た
合
計
額
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
て

い
た
だ
か
な
い
と
督
促
手
数
料
や
延
滞
金

が
発
生
し
、
結
果
的
に
納
め
る
額
が
増
え

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に

も
、
早
め
の
納
税
が
納
税
者
ご
自
身
の
負

担
を
軽
く
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

4 月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 翌年
1月 2月 3月

�軽自動車税 1期

�固定資産税 1期 2期 3期
※ 4期

�町県民税 1期 2期 3期 4期

【町税の納期一覧】

【町税収入の内訳】

税務課収納係（内線 2156）

町税は

あなたの暮らしを守る重要な財源です

町税は

あなたの暮らしを守る重要な財源です

★平成 24年度一般会計予算�62 億 7,400 万円

★納期限は、それぞれの該当する月の末日（土曜・日曜日、祝日の場合はその次の平日）です。
※固定資産税の 12月の納期限は 12月 25日（火）となります。
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猶予要件 猶予期間

◎災害などによる徴収猶予
　ア．�納税者などの財産が、震災、風水害、災害などで被害

を受けたとき、または盗難にあったとき
　イ．�納税者または生計を一にする親族が病気にかかったと

き、または負傷したとき
　ウ．�納税者などがおこなう事業を廃止したとき、または休

止したとき
　エ．�納税者などがおこなう事業で著

いちじる

しい損失を受けたとき
　オ．その他ア～エに類する事実があったとき

原則として 1 年以内。
　ただし、やむを得ない理由が
あるときは延長することができ
ますが、先に猶予した期間と合
わせて 2年を超えることはでき
ません。

◆
滞
納
を
放
置
す
る
と
…

　

町
で
は
、
町
税
を
滞
納
し
た
人
に
対
し

て
、
催さ

い
こ
く
し
ょ

告
書
の
送
付
や
戸
別
訪
問
な
ど
を

し
て
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
納
付
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

◎ 

再さ
い
さ
ん三

の
催
告
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

納
め
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
に
は
…

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
人

と
の
公
平
を
保
つ
た
め
、
ま
た
、
貴
重
な

町
税
を
確
保
す
る
た
め
、
や
む
を
得
ず
財

産
調
査
を
し
て
、
預
貯
金
、
給
与
、
生
命

保
険
な
ど
の
差
し
押
さ
え
、
場
合
に
よ
っ

て
は
捜そ

う
さ
く索

と
い
っ
た
滞
納
処
分
を
お
こ
な

い
ま
す
。

※�

現
在
、
町
県
民
税
に
お
い
て
は
、
県
と

協
力
し
て
滞
納
処
分
に
着
手
す
る
な
ど
、

積
極
的
な
滞
納
処
分
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

◆ 

便
利
な
「口
座
振
替
」
「コ
ン
ビ
ニ
納
付
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

町
税
な
ど
を
納
期
限
ま
で
に
確
実
に
納

付
す
る
た
め
に
は
、
納
め
忘
れ
が
な
く
、

納
付
の
手
間
も
省
け
る
口
座
振
替
が
便
利

で
す
。

◎
口
座
振
替
の
手
続
き
は
…

　

役
場
ま
た
は
町
の
公
金
を
取
扱
う
金
融

機
関
な
ど
に
置
い
て
あ
る
「
口
座
振
替
依

頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
役

場
も
し
く
は
金
融
機
関
の
窓
口
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
町
県
民
税
お
よ
び

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
納
税
通
知
書

の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
添そ

え
て
あ
る
「
口
座

振
替
依
頼
書
」
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

※�

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
の
振
替
を
希
望
す
る

人
は
、
直
接
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
窓
口

へ
口
座
振
替
依
頼
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
口
座
振
替
依
頼
後
は
…

　

振
替
は
、
納
期
限
の
日
の
み
と
な
り
ま

す
。
前
日
ま
で
に
預
貯
金
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
コ
ン
ビ
ニ
納
付
が
で
き
ま
す

　

軽
自
動
車
税
、
上
下
水
道
料
金
、
町
県

民
税
、
固
定
資
産
税
の
ほ
か
、
今
年
度
か

ら
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
町
営
住
宅
家

賃
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ほ
っ
と
み
た
け
4

月
号
（
26
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
早
め
の
納
税
相
談
を
！

　

災
害
、
病
気
、
失
業
や
事
業
の
経
営
不

振
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
一
時
的

に
町
税
な
ど
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
す
る

こ
と
が
困
難
な
人
に
つ
い
て
は
、
生
活
状

況
を
お
聞
き
し
た
う
え
で
、
納
め
る
時
期

を
遅
ら
せ
た
り
、
納
め
る
税
額
を
分
割
し

た
り
す
る
納
税
の
猶ゆ

う
よ予

に
つ
い
て
、
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

◆
納
税
の
猶
予
と
は
…

～ 5 月は、 町税などの 「収納強化月間」 です！～

　　納期限が過ぎて未納となっている町税などがありましたら、
お近くの金融機関や役場で早めに納めてください。　　

■問い合わせ：税務課収納係　担当：伊
い さ じ

佐次・掛
か け ふ

布（内線 2156）

【納税の猶予要件・期間】

税務課収納係（内線 2156）

口座振替・
コンビニ納付は
とても便利！

7 ほっと みたけ　2012. 5



総務課行政係（内線 2208）

　

4
月
1
日
（
日
）
に
御
嵩
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、「
平
成
24
年
度�
御
嵩
町
消
防
団

入
退
団
式
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
退

団
さ
れ
た
元
副
分
団
長
4
名
を
は
じ
め
、

多
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
貢
献
さ
れ

た
退
団
者
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
は
、
消
防
団
が
よ
り

そ
の
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
副
団
長
を

2
名
体
制
と
す
る
改
革
を
実
行
し
、
組
織

の
強
化
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
改
革
元
年
、

新
た
に
就
任
し
た
副
団
長
、
副
分
団
長
以

下
新
入
団
員
（
災
害
支
援
団
員
を
含
む
）

に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

部　

長　
　

�

梅う
め
だ田

晃あ
き
お生

／
伊い

さ

じ
佐
次
久ひ

さ
あ
き晃

　

班　

員　
　

�

奥お
く
む
ら村

剣け
ん
じ二

（
平
成
24
年
3
月
26
日
付
け　

1
名
）

【
第
3
分
団
】　

　

分
団
長　
　

伊い

さ

じ
佐
治
隆た

か
ひ
ろ広

※�

階
級
は
、在
団
中
の
上
位
階
級
と
な
っ
て
い
ま
す
。

� 

入
団
消
防
団
員
（
敬
称
略
）

（
平
成
24
年
4
月
1
日
付
け　

21
名
）

【
本
部
】　

　

副
団
長　
　

渡わ
た
な
べ邉

好よ
し
ろ
う郎

【
第
1
分
団
】　

　

副
分
団
長　

植う
え
ま
つ松

哲て
つ
や也

　

団　

員　
　

�

林
は
や
し

基も
と
よ
し義

／
井い

ざ
わ澤

貴た
か
の
り誠

／

　
　
　
　
　
　

纐こ
う
け
つ纈

文ふ
み
や哉

／�

日ひ

び

の
比
野
貴た

か
ふ
み文

　

災
害
支
援
団
員　
　

山や
ま
だ田

一か
ず
ひ
ろ広

【
第
2
分
団
】

　

副
分
団
長　

木き
む
ら村

彰あ
き
の
り伯

　

団　

員　
　

�

玉た
ま
が
わ川

勇ゆ
う
き気

／
宮み

や
う
ち内

一い
っ
せ
い成

　

災
害
支
援
団
員　
　

原は
ら

朋と
も
よ
し禎

【
第
3
分
団
】

　

副
分
団
長　

亀か
め
い井

和か
ず
ひ
こ彦

　

団　

員　
　

�
篭か

ご
は
し橋

一か
ず
き輝

／
西に

し
か
わ川

剛た
け
し史

／

　
　
　
　
　
　

須す

だ田
雄ゆ

う
と翔

／
祖そ

ぶ

え
父
江
健け

ん
し
ろ
う

士
郎

　

災
害
支
援
団
員　
　

中な
か
が
わ川

洋よ
う
じ二

【
第
4
分
団
】

　

副
分
団
長　

髙た
か
ぎ木

久ひ
さ
よ
し良

　

団　

員　
　

�

須す

み美
裕ひ

ろ
や矢

／
渡わ

た
な
べ邊

領む
ね
ひ
ろ大

　

災
害
支
援
団
員　
　

洞ほ
ら
が
い谷

勝か
つ
の
ぶ伸

◇
災
害
支
援
団
員
制
度
と
は
…

　

近
年
の
消
防
団
員
の
確
保
が
困
難
な
状

況
の
な
か
、
就
労
形
態
の
多
様
化
に
よ
り

昼
間
の
火
災
な
ど
に
出
動
で
き
る
団
員

が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
対
策
と

し
て
、
平
成
22
年
度
か
ら
消
防
団
員
経
験

（
5
年
以
上
）
が
あ
り
、
一
日
を
通
し
て
出

動
可
能
な
人
に
、
緊
急
時
の
み
出
動
し
て

い
た
だ
く
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
町
全
体
で
19
名
の
み
な
さ

ん
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

消
防
操そ

う
ほ
う法

大
会
の
お
知
ら
せ

　

消
防
団
員
が
消
防
車
か
ら
火
点
へ
、

い
か
に
早
く
か
つ
正
確
に
放
水
を
お
こ

な
う
か
を
4
地
区
の
分
団
が
競
い
ま
す
。

　

●
日
時
：
6
月
10
日
（
日
）

　
　

※
雨
天
決
行

　
　

午
前
9
時
30
分
開
始
予
定

　

●
場
所
：
南
山
消
防
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
問
い
合
わ
せ
：
総
務
課
行
政
係

　

担
当
：
有あ

り
く
に国

（
内
線�

２
２
０
８
）

� 

退
団
消
防
団
員
（
敬
称
略
）

（
平
成
24
年
3
月
31
日
付
け　

21
名
）

【
第
1
分
団
】　

　

副
分
団
長　

嵯さ

が峨
秀ひ

で
と人

　

部　

長　
　

�

日ひ

び

の
比
野
寿

ひ
さ
し

　

団　

員　
　

�

平ひ
ら
い井

伸し
ん
た
ろ
う

太
郎
／
可か

に児
和か

ず
や哉

　
　
　
　
　
　

／
山や

ま
ぐ
ち口

裕ひ
ろ
か
ず司

／
木き

む
ら村

一か
ず
ひ
こ彦

　

災
害
支
援
団
員　
　

�

渡わ
た
な
べ邉

好よ
し
ろ
う郎

【
第
2
分
団
】

　

副
分
団
長　

原は
ら

朋と
も
よ
し禎

　

班　

長　
　

可か

に児
孝た

か
ひ
ろ弘

／
小お

ぐ
り栗

将ま
さ
ひ
と仁

　

団　

員　
　

�

山や
ま
も
と本

晃て
る
ま
さ勝

【
第
3
分
団
】

　

副
分
団
長　

古ふ
る
か
わ川

孝
た
か
し

　

部　

長　
　

中な
か
が
わ川

洋よ
う
じ二

／
安あ

ん
ど
う藤

秀ひ
で
の
り則

／

　
　
　
　
　
　

亀か
め
い井

辰た
つ
ま馬

　

団　

員　
　

�

管す
が
や谷

秀ひ
で
ひ
こ彦

　

災
害
支
援
団
員　
　

亀か
め
い井

和か
ず
ひ
こ彦

【
第
4
分
団
】

　

副
分
団
長　

洞ほ
ら
が
い谷

勝か
つ
の
ぶ伸

▲��渡
わたなべ

邊町長らによる閲
えつだん

団検
けんえつ

閲の様子

～ 
い
ざ
と
い
う
と
き
の
チ
カ
ラ 

あ
り
が
と
う
消
防
団
員 

～

～ 
い
ざ
と
い
う
と
き
の
チ
カ
ラ 

あ
り
が
と
う
消
防
団
員 

～

平
成

年
度消

防
団
入
退
団
式　

24

よろしくお願いしますよろしくお願いします
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住民環境課ふれあい係（内線 2103）

平成 24 年度の 自治会長さん です

　平成 24年度の御嵩町自治会長連絡協議会および各地区自治会の正・副会長が決まりました。各地区自治
会の自治会長は次のみなさんです。（敬称略）

◆御嵩町自治会長連絡協議会　会　長　　塩
しおざわ

澤 隆
たかよし

良（若宮町 1）
　　　　　　　　　　　　　副会長　　亀

か め い

井 千
ち と せ

歳（顔戸南）

上 之 郷 地 区 御 嵩 地 区 中 地 区 伏 見 地 区

自治会名 氏�名 自治会名 氏�名 自治会名 氏�名 自治会名 氏�名

井 尻 ○ 西
にしがき

垣多
た み お

美雄 送 木 塚
つかもと

本�　 衞
まもる

西 之 門 原
はら

　� 明
あきはる

治 里 伊
い さ じ

佐地 正
ただし

北 切 田
た が み

上 和
か ず み

美 長 岡 山
やまもと

本 正
ま さ み

己 十日市場 伊
い さ じ

左 次 元
げん

洞 板
い た づ

津 好
よしあき

昭

川 南 細
ほ そ え

江 健
け ん じ

二 城 町 安
あんどう

藤 隆
たかゆき

幸 南 町 三
み し ま

嶋 秀
ひでゆき

行 青 木 野
の ざ き

崎 博
ひろゆき

行

平 佐
さ が

賀登
と き お

希男 南山台東 神
か み や

谷 武
た け し

司 西 屋 敷 安
あんどう

藤 博
ひろふみ

文 稲 荷 台 長
ながぬま

沼 博
ひろまさ

正

宿 大
お お が

鋸 広
ひろたか

孝 栢 森 可
か に

兒 幸
ゆきひろ

葊 春 日 町 伊
い さ じ

左次正
まさよし

義 高 倉 宮
み や た

田 邦
く に お

夫

美 佐 野 纐
こうけつ

纈 憲
け ん じ

治 板 良 町 愛
あ い ち

知 和
かずのり

典 北 屋 敷 玉
たまおき

置 富
とみろう

郎 高倉団地 山
やまうら

浦 芳
よしかず

一

次 月 三
み や け

宅 房
ふ さ お

夫 上 町 山
や ま だ

田 範
の り お

夫 愚 渓 町 髙
たかはし

橋 成
せいきち

吉 高 倉 台 斉
さ い き

木 元
もとやす

康

津 橋 伊
い さ じ

佐治敏
としまさ

正 中 本 町 長
は せ が わ

谷川秀
ひ で お

雄 白 山 町 （解�散） 共 和 台 長
ながぬま

沼 完
か ん じ

治

前 沢 ◎ 山
やまもと

本�　 実
みのる

若 松 町 加
か と う

藤�　 淳
じゅん

大 庭 上
う え の

野　� 豊
ゆたか

山 田 ○ 奥
おくむら

村 幸
ゆ き み

美

謡 坂 林
はやし

　� 三
み つ お

男 愛 宕 町 加
か と う

藤　� 満
みつる

大 庭 台 貝
かいがわ

川 英
ひであき

明 東 町 三
み や け

宅 昭
しょういち

一

小 原 鍵
かぎやま

山 秀
ひ で き

樹 元 町 丹
に わ

羽 利
と し お

夫 長 瀬 日
ひ び の

比野教
きょうじ

二 中 町 鍵
か ぎ や

谷 義
よ し お

男

西 洞 渡
わたなべ

邉 養
よ う こ

子 若宮町 1 ◎ 塩
しおざわ

澤 隆
たかよし

良 新 木 野 金
か ね こ

子 正
まさなり

成 西 本 町 加
か と う

藤 週
しゅうへい

平

谷 可
か に

児美
み き ひ ろ

樹尋 若宮町２ 藤
ふ じ い

井 道
み ち お

生 顔 戸 北 石
いしざき

崎 信
の ぶ お

雄 西 町 加
か と う

藤 紀
のりあき

彰

綱 木 植
うえまつ

松 美
よしたか

孝 赤 坂 北
きたむら

村　� 勉
つとむ

顔 戸 南 ◎ 亀
か め い

井 千
ち と せ

歳 旭 町 平
ひ ら た

田 清
きよひろ

浩

大 久 後 三
み う ら

浦清
せいのすけ

之助 昭 和 町 ○ 安
あんどう

藤 芳
よしろう

郎 古 屋 敷 大
おおつか

塚 森
も り お

夫 伏 見 台 西
に し お

尾 道
み ち き

喜

小 和 沢 松
まつもと

本 壽
ひ さ お

男 木 の 下 吉
よ し だ

田 辰
たつろう

郎 尼 ヶ 池 藤
ふ じ の

野 和
かずひこ

彦 野 崎 井
い ど

戸 正
ま さ し

史

南山台西 齊
さいとう

藤 之
ゆ き お

男 西 田 ○ 後
ご と う

藤 国
くにひろ

広 新 町 池
い け だ

田 重
しげはる

治

向 陽 台 中
なかやま

山 智
と も き

貴 南 山 青
あおやま

山 俊
と し お

男 本 郷 ◎ 日
ひ び の

比野昌
ま さ み

美

16自治会 18自治会 17自治会 18自治会

よろしくお願いしますよろしくお願いします

� 各地区自治会長　　◎ … 地区会長　　○ … 地区副会長

■問い合わせ：住民環境課ふれあい係　担当：伊
い さ じ

佐治（内線 2103）
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住民環境課住民係（内線 2104)

～ 7 月から、 住民票の住所に “方書” を表示します ～

　近年、町内にアパートやマンションなどが著
いちじる

しく増加し、同じ地番に複数の世帯が存在するよう
になり、地番だけでは住所がわかりにくくなっています。そのため、この 7月 9日から、住民票の
住所にアパート名などの『方書』を表示します。

＜ 表示方法 ＞

　��『�アパートなどの名称（棟名）�』+『�□
スペース

�』+『�部屋番号�』と表示し、
　部屋番号のあとは『�号�』で統一します。

　【例 1】御嵩町御嵩 1234 番地 5　○○住宅　1号
　【例 2】御嵩町伏見 2345 番地 1　○○○アパートＡ　101号

かたがき

～ 7 月から、 “外国人住民の住民基本台帳制度” がスタートします ～

◆ 外国人住民は、 外国人登録原票記載事項証明書

から 『住民票』 に変更となります

　�　外国人住民にも住民票が作成されることにより、
日本人と外国人とで構成される世帯の全員が記載
された証明書（住民票の写しなど）が発行可能に
なり、続柄もわかりやすくなります。

◆外国人住民で住民票作成の対象となる人

　�　次の 4つの区分に該当する人で、適法に 3か月
を超えて在留していて、住所を有する外国人につ
いては、住民票を作成することになります（観光
などの短期滞在者などを除く）。

　①特別永住者（特別永住者証明書交付対象者）
　②中長期在留者（在留カード交付対象者）
　③一時庇

ひ ご

護許可者または仮滞在許可者
　④�出生による経過滞在者または国籍喪

そうしつ

失による経
過滞在者

◆ 外国人登録証明書 （カード） は一定期間は有効

です

　�　7 月 9日以降、現在の「外国人登録証明書」は
一定期間、「特別永住者証明書」または「在留カー
ド」とみなされます。

　①特別永住者
　　�　次回の切替日までに、住所地の市町村役場で

「特別永住者証明書」に切り替えてください。
　②永住者
　　�　7月 9日以降、3年以内に入国管理局で手続き

をおこない、「在留カード」に切り替えてください。

　③特別永住者・永住者以外の人
　　�　7月 9日以降の在留期間または在留資格を更

新するときに入国管理局で手続きをおこない、
「在留カード」に切り替えてください。

◆外国人住民のみなさんの利便性が向上します

　�　在留資格や在留期間の変更について、従来、地方
入国管理局と市町村の両方に必要であった届出が、
地方入国管理局のみの届出で済むようになります。

◆ 引っ越しをしたときは、 外国人住民も 「転出届」

の届出が必要になります

　�　新制度では、日本人と同様に外国人住民も転出
地の市町村へ転出届を提出し、転出証明書の交付
を受けたあと、転入先の市町村で転出証明書を添
えて、転入届をすることになります。

◆確認用の 「仮住民票」 を対象者に送付します

　�　外国人登録制度から住民基本台帳制度への円
えんかつ

滑
な移行を図るため、市町村において「仮住民票」
を作成し、その内容を外国人住民ご本人宛に 5月
ごろに通知します。仮住民票の記載が実情と異な
る場合は、変更申請などの所定の手続きをおこなっ
てください。

◆ 詳しくは、 法務省入国管理局のホームページをご

覧ください

　�　この制度について、外国語でご覧になれます。
　●�ホームページアドレス：http://www.immi-moj.

go.jp/newimmiact_1/

　この 7月 9日から、住民基本台帳法の一部を改正する法律により、外国人住民にも住民票が作成
されることになりました。これにより、外国人住民のみなさんの利便性の向上や市町村などの行政
の合理化を図ることができるようになります。同時に、外国人登録法は廃止になります。

■問い合わせ：住民環境課住民係　担当：後
ご と う

藤（内線 2104）
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教育センター（内線 2264）

～ 

教
育
委
員
会
シ
リ
ー
ズ 

① 

～

教
育
の
窓
か
ら

　
　
「
心
の
居
場
所
」
オ
ア
シ
ス
教
室　
　
　

　
「
オ
ア
シ
ス
教
室
」
は
、
学
校
へ
行
き
た

く
て
も
行
け
な
い
子
や
休
み
が
ち
な
子
の

た
め
に
、
教
育
委
員
会
が
設
置
し
て
い
る

適
応
支
援
教
室
で
す
。
教
室
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の「
心
の
居
場
所
」に
な
れ
る
よ
う
、

一
人
ひ
と
り
の
目
線
に
立
っ
て
、
悩
み
や

喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
支
援
活
動
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

活
動
、
制
作
・
創
作
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
、

自
然
体
験
活
動
、
教
科
の
学
習
、
調
理
活

動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
一
人
ひ
と
り

の
状
態
に
応
じ
た
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。
教
室
の
行
事
（
遠
足
、収
穫
祭
な
ど
）

に
は
、
な
る
べ
く
全
員
が
参
加
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
が
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
充
分
に
蓄

た
く
わ

え
て
、

再
び
、
学
校
や
社
会
で
人
と
関
わ
り
な
が

ら
、
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ア
シ
ス
教
室
へ
の
通
級
は
、
在
籍
校

へ
の
出
席
扱
い
と
な
り
ま
す
。

学
校
教
育
編　
　

～
御
嵩
町
教
育
セ
ン
タ
ー
～

～
御
嵩
町
教
育
セ
ン
タ
ー
～

★
支
援
活
動

● 

日
時
：
月
曜
～
金
曜
日　

　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

　

※�

長
期
休
暇
（
夏
休
み
な
ど
）
は
、

学
校
と
同
じ
で
す
。

● 

場
所
：
オ
ア
シ
ス
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
公
民
館
1
階
）

● 

通
級
申
込
方
法
：
学
校
ま
た
は
オ
ア

シ
ス
教
室
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
電
話
相
談
・
来
所
相
談

● 

日
時
：
月
曜
～
金
曜
日　

　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

● 

場
所
：
オ
ア
シ
ス
教
室�

相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
公
民
館
1
階
）

● 

相
談
員
：
オ
ア
シ
ス
教
室
室
長
お
よ

び
教
育
相
談
員

◆
臨
床
心
理
士
に
よ
る

　
　
　
　
　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
【予
約
制
】

● 

日
時
：
毎
週
水
曜
日　

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
場
所
：
中
公
民
館�

2
階
研
修
室

● 

臨
床
心
理
士
：
御
嵩
町
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー　

川か
わ
は
ら原　

聡
さ
と
し

　

※�
予
約
が
必
要
で
す
。
学
校
ま
た
は

オ
ア
シ
ス
教
室
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

相
談
や
問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
ま
た
は

オ
ア
シ
ス
教
室
、
御
嵩
町
教
育
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

※�
オ
ア
シ
ス
教
室
に
お
け
る
支
援
・
相
談
・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
は
原
則
と
し
て
、

小
・
中
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者
を
対

象
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
相
談
先
／
問
い
合
わ
せ
：

☆
オ
ア
シ
ス
教
室
（
中
公
民
館
内
）　

　

☎�

６
７
‐
７
３
８
０
（
直
通
）

☆�

御
嵩
町
教
育
セ
ン
タ
ー
（
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
内
）　

担
当
：
辻つ

じ　

☎�
６
７

‐
２
１
１
１�

（
内
線 

２
２
６
４
）

気軽にご相談
ください！

　

メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド

募
集
！！　

　

オ
ア
シ
ス
教
室
で
は
、職
員
と
一
緒
に
、

教
室
に
来
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
話
し
相

手
に
な
っ
た
り
、遊
び
相
手
に
な
っ
た
り
、

一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
や
学
習
、
調
理
活
動
、

創
作
活
動
な
ど
を
し
て
、
お
兄
さ
ん
、
お

姉
さ
ん
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
い
た
だ

け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

● 

勤
務
先
：
オ
ア
シ
ス
教
室
（
中
公
民
館�

1
階
）

● 

勤
務
内
容
：
児
童
・
生
徒
へ
の
適
応
支

援
●
勤
務
条
件
：

　

◎ 

勤
務
日
：
月
曜
～
金
曜
日
の
う
ち
、

可
能
な
曜
日

　

◎
勤
務
時
間
：
午
前
9
時
～
午
後
4
時

　
　
（
半
日
勤
務
可
）

　
　

※�

勤
務
時
間
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

◎
年
齢
：
18
歳
～
28
歳
く
ら
い

　

◎ 

資
格
：
特
に
必
要
な
し
。
健
康
で
明

朗
な
人
。

　

◎
時
給
：
８
０
０
円

　

◎
保
険
：
職
員
災
害
補
償
制
度
に
加
入

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
御
嵩
町
教

育
セ
ン
タ
ー
（
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
内
）　

担
当
：
辻つ

じ　

☎�

６
７
‐

２
１
１
１
（
内
線 

２
２
６
４
）
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◆
退
職
者
（
5
名
）

（
平
成
24
年
3
月
31
日
付
け
）

竹た
け
う
ち内

正ま
さ
や
す康

（
副
町
長
）

松ま
つ
お
か岡

学が
く
い
ち一

（
建
設
部
長
）

安あ
ん
ど
う藤

寿と
し
ひ
こ彦

（
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
長
）

鍵か
ぎ
や
ま山

博ひ
ろ
ゆ
き之

（
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
長
）

古ふ
る
き木

薫か
お
る（

福
祉
課
）

■ 

問
い
合
わ
せ
：
企
画
課
人
事
係

　

担
当
：
片か

た
ぎ
り桐

（
内
線�

２
２
２
５
）

企画課人事係（内線 2225）

　

4
月
1
日
付
け
で
人
事
異
動
を
お
こ
な

い
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
係

長
職
以
上
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
（　

）
内
は
、
前
担
当
職

◆
副
町
長

纐こ
う
け
つ纈

久ひ
さ
み美

（
民
生
部
長
）

◆
部
長
級
（
2
名
）　

【
民
生
部
長
】
田た

な
か中

康や
す
ふ
み文

（
総
務
課
長
）

【
建
設
部
長
】
奥お

く
む
ら村

悟さ
と
る（

ま
ち
づ
く
り
課
長
）

◆
課
長
級
（
5
名
）

【
総
務
課
長
】
寺て

ら
も
と本

公ひ
ろ
ゆ
き行

（
住
民
環
境
課
長
）

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
須す

だ田
和か

ず
お男

（
総
務
課

行
政
係
長
）　
【
住
民
環
境
課
長
兼
ふ
れ
あ
い

係
長
】
水み

ず
の野

嘉よ
し
ひ
ろ博

（
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
長
）　
【
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
】

田た
な
か中

秀ひ
で
の
り典

（
学
校
教
育
課
長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
）　
【
学
校
教
育
課
長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
】藤ふ

じ
き木

伸し
ん
じ治（

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

◆
係
長
級
（
12
名
）

【
総
務
課
行
政
係
長
】古ふ

る
か
わ川

孝た
か
し（

建
設
課
主
査
）

【
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
長
】

山や
ま
だ田

敏と
し
ひ
ろ寛

（
ま
ち
づ
く
り
課
主
査
）　
【
税
務

課
収
納
係
長
】
田た

な
か中

成な
る
ひ
と人

（
建
設
課
主
査
）

【
保
険
長
寿
課
高
齢
福
祉
係
長
】
大お

お
く
ぼ

久
保

嘉よ
し
ひ
ろ博

（
保
険
長
寿
課
主
査
）　
【
福
祉
課
障
が

い
福
祉
係
長
】
丸ま

る
や
ま山

浩ひ
ろ
ふ
み史

（
福
祉
課
主
査
）

【
福
祉
課
保
健
予
防
係
長
】
篭か

ご
は
し橋

伊い

づ

み

津
美

（
福
祉
課
主
査
）　
【
福
祉
課
社
会
福
祉
係
長
】

秋あ
き
た田

弥や
よ
い生

（
保
険
長
寿
課
高
齢
福
祉
係
長
）　

【
農
林
課
農
政
係
長
】
井い

ざ
わ澤

明あ
き
よ
し好

（
税
務
課

収
納
係
長
）　
【
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
長
】
小お

ぐ
り栗

清き
よ
し（

農
林
課
農
政
係
長
）　
【
生

涯
学
習
課
文
化
振
興
係
長
】
佐さ

と
う藤

淳じ
ゅ
ん
じ二

（
福

祉
課
社
会
福
祉
係
長
）　
【
福
祉
課
上
之
郷
保

育
園
長
】後ご

と
う藤

明あ
け
み美（

福
祉
課
伏
見
保
育
園
長
）

【
福
祉
課
伏
見
保
育
園
長
】
中な

か
む
ら村

美み

ち

こ
智
子
（
福

祉
課
上
之
郷
保
育
園
長
）

◆
新
規
採
用
職
員
（
5
名
）

　

御
嵩
町
の
た
め
に
精
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
職
員
人
事
異
動

◆上下水道課配属

金
か ね こ

子奈
な つ

都

　

平
成
25
年
度
採
用
の
職
員

募
集
は
、
7
月
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

◆保険長寿課配属

祖
そ ぶ え

父江健
けんしろう

士郎

◆まちづくり課
　配属

柴
し ば た

田香
か す み

純

◆福祉課配属
　（保健師）

中
な か ね

根早
さ ゆ み

有生

◆建設課配属

宮
みやうち

内一
いっせい

成

▲�服務の宣誓をする平成 24年度新規採用職員
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企画課人事係（内線 2225）・総務課財政係（内線 2206）

よ
ろ
し
く

　

お
願
い
し
ま
す

　

こ
の
た
び
、
第
1
回
町
議
会
定
例
会
に

お
き
ま
し
て
選
任
同
意
を
い
た
だ
き
、
4

月
1
日
付
け
で
副
町
長
を
拝は

い
め
い命

い
た
し
ま

し
た
。
も
と
よ
り
浅せ

ん
が
く学

非ひ
さ
い才

で
そ
の
器

う
つ
わ

で

は
な
く
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
地
方
自
治
体
を
取

り
巻
く
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ

り
、
地
方
分
権
の
進
展
、
少
子
高
齢
化
の

急
速
な
進
行
、行
政
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、国
・

地
方
を
通
じ
た
危
機
的
な
財
政
状
況
な
ど
、

大
き
く
か
つ
急
激
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
市
町
村
は
地
域

住
民
に
も
っ
と
も
近
い
基
礎
自
治
体
と
し

て
、
こ
れ
ら
の
環
境
変
化
を
踏ふ

ま
え
つ
つ
、

自
ら
の
責
任
と
判
断
に
基
づ
い
て
、
よ
り

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
業
務
、
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
し
て
提
供
す
る
と

と
も
に
、
説
明
責
任
を
果
た
す
行
政
運
営

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
課
題
は
多た

き岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

防
災
対
策
、
亜
炭
廃
坑
対
策
、
名
鉄
広
見

線
対
策
、
水
道
未
普
及
地
域
解
消
事
業
、

少
子
高
齢
化
対
策
、
福
祉
の
増
進
な
ど
、

取
り
組
む
べ
き
課
題
が
山さ

ん
せ
き積

し
て
い
る
状

況
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し

て
、
も
と
よ
り
微び

り
ょ
く力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

渡わ
た
な
べ邊

公き
み
お夫

町
長
の
指
揮
の
も
と
、
御
嵩
町

発
展
の
た
め
、
誠せ

い
し
ん心

誠せ
い
い意

努
力
し
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
議
会
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
様
の
ご

指
導
と
ご
鞭べ

ん
た
つ撻

を
賜

た
ま
わ

り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

 

■
問
い
合
わ
せ
：
企
画
課
人
事
係

　

担
当
：
片か

た
ぎ
り桐

（
内
線�

２
２
２
５
）

纐
こ う け つ

纈 久
ひ さ み

美

��

副
町
長
就
任
ご
あ
い
さ
つ 

�

「電源立地地域対策交付金」

　電源立地地域対策交付金は、原子力発電関連施
設設置周辺市町村、水力発電施設設置市町村への
国からの交付金です。地域住民の福祉向上のため
に町がおこなう事業に対して交付されます。
　平成 23年度は次の事業に対して、この交付金が
交付されました。

「岐阜県市町村振興補助金」

　市町村振興補助金は、市町村が自立的発展をめ
ざして自ら考え、自らおこなう事業に対して、岐
阜県から交付されます。
　平成 23 年度は次の事業に対して、この補助金
が交付されました。

事業名 事業費 補助金額

河川監視カメラ設置工事 2,907 1,100

防災行政無線移動局無線
機器購入事業 1,155 500

商店街街路灯 LED 化改
修補助事業 543 200

合�計 4,605 1,800

（単位：千円） （単位：千円）

事業名 事業費 交付金額

義務教育就学児福祉医療
費助成事業 36,986 30,000

保育園等運営事業 113,035 93,731

海洋センターおよびこと
ばの教室運営事業 17,378 13,951

合�計 167,399 137,682

■問い合わせ：総務課財政係　担当：日
ひ び の

比野（内線�2206）

補助金 ・ 交付金の使いみちは…

13 ほっと みたけ　2012. 5



地域包括支援センター（保険長寿課高齢福祉係）（内線 2172) 地域包括支援センター（保険長寿課高齢福祉係）（内線 2172)

地域包括支援

センター
（高齢者なんでも相談窓口）

① 

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

◎ 

も
し
も
の
と
き
に
役
立
つ
、
緊
急
通
報

専
用
電
話
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
通
報
装
置

の
貸
出
し
を
し
ま
す

● 

内
容
：
専
門
の
サ
ー
ビ
ス
業
者
が
、
高

齢
者
か
ら
の
体
調
不
良
通
報
や
災
害
時

な
ど
の
緊
急
通
報
に
、
24
時
間
体
制
で

対
応
す
る
も
の
で
す
。
各
種
相
談
に
応

じ
る
な
ど
、
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
月
に
1
回
以
上
、

電
話
に
よ
る
利
用
者
へ
の
安
否
確
認
を

お
こ
な
い
ま
す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
支
援
ま
た
は
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
、
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
高
齢
者
世
帯

● 

必
要
条
件
：
緊
急
時
の
連
絡
の
た
め
に
、

利
用
者
の
親
族
な
ど
、
3
人
以
上
の
協

力
員
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

● 

費
用
：
無
償
貸
与

　

※
通
話
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

② 

徘は
い
か
い徊

高
齢
者
早
期
発
見
シ
ス
テ
ム

端
末
機
の
貸
与
事
業

◎ 

居
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
も
、
早
期

に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
て
安
心
で
す

● 

内
容
：
認に

ん
ち知

症し
ょ
うの

高
齢
者
が
徘
徊
に
よ

り
居
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、

人
工
衛
星
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
」
や
携
帯
電
話
基

地
局
を
使
い
、
早
期
に
発
見
す
る
も
の

で
す
。
携
帯
電
話
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の

端
末
機
を
衣
服
な
ど
に
常
時
身
に
つ
け

る
こ
と
に
よ
り
、
緊
急
時
に
対
応
し
ま

す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
支
援
ま
た
は
要

介
護
者
と
認
め
ら
れ
た
認
知
症
の
高
齢

者
や
同
程
度
の
状
態
と
認
め
ら
れ
た
人

● 

費
用
：

　
【
端
末
機
の
費
用
負
担
額
（
月
額
）】

　

・�

生
活
保
護
世
帯
、
生
計
中
心
者
の
前

年
所
得
税
非
課
税
世
帯�

…�

0
円

　

・�

生
計
中
心
者
の
前
年
所
得
税
が
7
万

円
以
下
の
世
帯�

…�

２
５
０
円

　

・�

生
計
中
心
者
の
前
年
所
得
税
が
7
万

1
円
以
上
の
世
帯�

…�

５
０
０
円

　
【
現
場
探
索
費
用
】

　

・�

専
門
業
者
の
現
場
急
行
費
用
は
、別
途
、

自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

③ 

高
齢
者
リ
フ
ト
つ
き
福
祉
車
両

運
行
料
金
助
成
事
業

◎ 

リ
フ
ト
つ
き
福
祉
タ
ク
シ
ー
で
外
出
す

る
際
に
、
利
用
料
金
の
一
部
を
助
成
し

ま
す

● 

内
容
：
タ
ク
シ
ー
会
社
な
ど
が
運
行
す

る
専
用
の
リ
フ
ト
つ
き
福
祉
車
両
で
買

い
物
や
通
院
な
ど
の
外
出
を
す
る
際
に
、

料
金
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

�　

利
用
範
囲
は
、
町
内
の
ほ
か
、
可
児

市
・
加
茂
郡
・
美
濃
加
茂
市
・
多
治
見
市
・

土
岐
市
・
瑞
浪
市
で
、
月
2
回
の
利
用

が
で
き
ま
す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
介
護
4
ま
た
は

要
介
護
5
と
認
め
ら
れ
た
人
や
身
体
障

害
者
手
帳
1
級
に
該
当
す
る
下
肢
・
体

幹
な
ど
に
障
が
い
が
あ
る
人

● 

助
成
費
用
：
利
用
し
た
運
行
料
金
（
割
増

料
金
は
含
ま
ず
）
と
2
万
円
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
少
な
い
金
額
の
2
分
の
1
以
内

④ 

高
齢
者
等
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

◎ 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
自
宅

へ
お
届
け
し
ま
す

● 

内
容
：
町
と
契
約
し
た
業
者
が
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
自
宅
へ
配

達
す
る
も
の
で
す
。
訪
問
の
際
に
は
、

安
否
確
認
を
し
た
り
、
健
康
状
態
が
す

ぐ
れ
な
い
と
き
は
関
係
機
関
へ
の
連
絡

も
お
こ
な
い
ま
す
。
昼
食
・
夕
食
な
ど
、

必
要
に
応
じ
て
直
接
業
者
に
注
文
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ま
す
。

● 

対
象
：
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
、
ま
た
、
身
体

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害

者
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

で
、
本
人
お
よ
び
そ
の
世
帯
員
が
疾し

っ
ぺ
い病

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
食
事
の
調
理
が

困
難
な
人

● 

費
用
：
昼
食
・
夕
食
、
1
食
に
つ
き

３
０
０
円

⑤ 

高
齢
者
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

◎ 

一
時
的
に
家
族
が
お
世
話
で
き
な
い
と

き
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

● 

内
容
：
家
族
の
疾
病
や
冠
婚
葬
祭
、
旅

行
な
ど
で
一
時
的
に
養
護
で
き
な
い
と

き
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
さ
わ
や
か
長

楽
荘
」
で
日
常
生
活
の
お
世
話
を
す
る

も
の
で
す
。
期
間
は
7
日
間
程
度
で
す
。

● 

対
象
：
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、
介
護

保
険
の
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
人

● 

費
用
：
1
日
に
つ
き
２
、６
０
０
円

　
（
飲
食
物
相
当
額
な
ど
）

※
健
康
診
断
書
が
必
要
で
す
。

⑥�

高
齢
者
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業

◎ 

専
門
員
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
が
日
常
生
活

の
支
援
や
援
助
を
し
ま
す

● 

内
容
：
日
常
生
活
を
す
る
う
え
で
支
援

の
必
要
な
高
齢
者
に
、
専
門
員
（
サ
ポ
ー

タ
ー
）
を
派
遣
す
る
も
の
で
す
。
家
事

援
助
や
公
共
機
関
な
ど
へ
の
外
出
時
の

つ
き
添
い
、
生
活
必
需
品
の
買
い
物
な

ど
、
基
本
的
に
日
常
生
活
で
必
要
な
支

援
や
援
助
、
安
否
確
認
を
し
ま
す
。

● 

対
象
：
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
介
護
保

険
の
対
象
者
で
な
い
人
で
、
支
援
や
援

助
を
必
要
と
す
る
人

● 

費
用
：
利
用
料
（
30
分
あ
た
り
の
負
担
額
）

　

・�

生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯�

…�

無
料

　

・
そ
れ
以
外�

…�

１
５
０
円

　

※�

安
否
確
認
の
み
は
無
料
。
た
だ
し
、

10
分
以
内
と
し
ま
す
。

⑦ 

ね
た
き
り
高
齢
者
等

日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

◎ 

日
常
必
要
と
す
る
生
活
用
品
を
給
付
し

ま
す

● 

内
容
：
在
宅
で
寝
た
き
り
の
高
齢
者
や

認
知
症
の
高
齢
者
な
ど
で
、
日
常
必
要

と
す
る
紙
オ
ム
ツ
・
寝
巻
き
・
肌
着
・

特
殊
シ
ー
ツ
な
ど
、
生
活
用
品
の
給
付

を
す
る
も
の
で
す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
介
護
4
ま
た
は

要
介
護
5
と
認
め
ら
れ
た
寝
た
き
り
の

高
齢
者
や
認
知
症
の
高
齢
者
で
、
必
要

と
認
め
ら
れ
た
人

● 

費
用
：
町
民
税
課
税
年
額
に
よ
り
費
用

負
担
が
あ
り
ま
す
。

　

�　

た
だ
し
、
町
民
税
所

得
割
課
税
額
が
20
万
円

以
上
の
世
帯
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

⑧ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
助
成
事
業

◎ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購
入
に
か
か
る

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　町では、高齢者のみなさんに在宅で安心して生活していただくた
め、さまざまなサービスを実施しています。日常生活のなかで困っ
ていることはありませんか？気軽にご相談ください。
　各サービスの詳しい内容や申請方法などについては、保険長寿課
高齢福祉係までお問い合わせください。

● 

内
容
：
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
自
宅
に

設
置
し
た
場
合
、
購
入
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
も
の
で
す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
介
護
4
ま
た
は

要
介
護
5
と
認
め
ら
れ
た
寝
た
き
り
の

高
齢
者
や
認
知
症
の
高
齢
者
、
ま
た
は

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
で
、
生
活
保

護
世
帯
ま
た
は
町
民
税
非
課
税
世
帯
に

属
す
る
人

● 

助
成
費
用
：

　

・�

生
活
保
護
世
帯�

…�

1
万
円
を
限
度
に

個
人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

　

・�

町
民
税
非
課
税
世
帯�

…�

購
入
し
た
金

額
と
1
万
円
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
少

な
い
金
額
の
2
分
の
1
以
内

⑨ 

高
齢
者
軽
度
生
活
援
助
事
業

◎ 

軽
微
な
修し

ゅ
う
ぜ
ん繕

や
家
具
の
移
動
な
ど
、
日

常
生
活
の
援
助
を
し
ま
す

● 

内
容
：
軽
易
な
日
常
生
活
の
援
助
が
必

要
な
高
齢
者
世
帯
に
、
援
助
員
を
派
遣

す
る
も
の
で
す
。
軽
微
な
修
繕
、
家
具

の
移
動
、
家
の
周
り
の
手
入
れ
な
ど
を

お
こ
な
い
ま
す
。
利
用
は
1
回
30
分
程

度
で
、
4
か
月
に
1
回
（
年
3
回
）
ま

で
利
用
で
き
ま
す
。

● 

対
象
：
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高

齢
者
世
帯

● 

費
用
：
無
料

　

※�

修
繕
な
ど
に
か
か
る
材
料
費
は
実
費

負
担
と
な
り
ま
す
。

⑩ 
ね
た
き
り
高
齢
者
等

介
護
者
手
当
支
給
事
業

◎ 

介
護
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
す

● 

内
容
：
介
護
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め

に
、
介
護
者
に
対
し
て
、
手
当
を
支
給

す
る
も
の
で
す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
介
護
4
ま
た
は

要
介
護
5
と
認
め
ら
れ
た
寝
た
き
り
の

高
齢
者
や
認
知
症
の
高
齢
者
、
ま
た
は

重
度
の
身
体
障
が
い
者
を
在
宅
で
6
か

月
以
上
引
き
続
き
介
護
し
て
い
る
人

● 

支
給
額
：
月
額
６
、０
０
０
円

 

● 

申
請
方
法
：
申
請
月
に
所
定
の
書
類
を

添
え
て
、
支
給
対
象
期
間
分
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
険
長
寿
課
高
齢
福
祉

係　

担
当
：
大お

お
く
ぼ

久
保
・
祖そ

ぶ

え

父
江
（
内
線�

２
１
７
２
）

支給対象期間 申請月 支給月

第 1期
（4月～ 7月） 8月 9月

第 2期
（8月～ 11月） 12月 1月

第 3期
（12月～翌 3月） 4月 5月

高齢者などの在宅福祉サービス

メニューのご紹介
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地域包括支援センター（保険長寿課高齢福祉係）（内線 2172) 地域包括支援センター（保険長寿課高齢福祉係）（内線 2172)

地域包括支援

センター
（高齢者なんでも相談窓口）

① 

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

◎ 

も
し
も
の
と
き
に
役
立
つ
、
緊
急
通
報

専
用
電
話
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
通
報
装
置

の
貸
出
し
を
し
ま
す

● 

内
容
：
専
門
の
サ
ー
ビ
ス
業
者
が
、
高

齢
者
か
ら
の
体
調
不
良
通
報
や
災
害
時

な
ど
の
緊
急
通
報
に
、
24
時
間
体
制
で

対
応
す
る
も
の
で
す
。
各
種
相
談
に
応

じ
る
な
ど
、
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
月
に
1
回
以
上
、

電
話
に
よ
る
利
用
者
へ
の
安
否
確
認
を

お
こ
な
い
ま
す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
支
援
ま
た
は
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
、
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
高
齢
者
世
帯

● 

必
要
条
件
：
緊
急
時
の
連
絡
の
た
め
に
、

利
用
者
の
親
族
な
ど
、
3
人
以
上
の
協

力
員
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

● 

費
用
：
無
償
貸
与

　

※
通
話
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

② 

徘は
い
か
い徊

高
齢
者
早
期
発
見
シ
ス
テ
ム

端
末
機
の
貸
与
事
業

◎ 

居
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
も
、
早
期

に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
て
安
心
で
す

● 

内
容
：
認に

ん
ち知

症し
ょ
うの

高
齢
者
が
徘
徊
に
よ

り
居
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、

人
工
衛
星
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
」
や
携
帯
電
話
基

地
局
を
使
い
、
早
期
に
発
見
す
る
も
の

で
す
。
携
帯
電
話
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の

端
末
機
を
衣
服
な
ど
に
常
時
身
に
つ
け

る
こ
と
に
よ
り
、
緊
急
時
に
対
応
し
ま

す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
支
援
ま
た
は
要

介
護
者
と
認
め
ら
れ
た
認
知
症
の
高
齢

者
や
同
程
度
の
状
態
と
認
め
ら
れ
た
人

● 

費
用
：

　
【
端
末
機
の
費
用
負
担
額
（
月
額
）】

　

・�

生
活
保
護
世
帯
、
生
計
中
心
者
の
前

年
所
得
税
非
課
税
世
帯�

…�

0
円

　

・�

生
計
中
心
者
の
前
年
所
得
税
が
7
万

円
以
下
の
世
帯�

…�

２
５
０
円

　

・�

生
計
中
心
者
の
前
年
所
得
税
が
7
万

1
円
以
上
の
世
帯�

…�

５
０
０
円

　
【
現
場
探
索
費
用
】

　

・�

専
門
業
者
の
現
場
急
行
費
用
は
、別
途
、

自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

③ 

高
齢
者
リ
フ
ト
つ
き
福
祉
車
両

運
行
料
金
助
成
事
業

◎ 

リ
フ
ト
つ
き
福
祉
タ
ク
シ
ー
で
外
出
す

る
際
に
、
利
用
料
金
の
一
部
を
助
成
し

ま
す

● 

内
容
：
タ
ク
シ
ー
会
社
な
ど
が
運
行
す

る
専
用
の
リ
フ
ト
つ
き
福
祉
車
両
で
買

い
物
や
通
院
な
ど
の
外
出
を
す
る
際
に
、

料
金
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

�　

利
用
範
囲
は
、
町
内
の
ほ
か
、
可
児

市
・
加
茂
郡
・
美
濃
加
茂
市
・
多
治
見
市
・

土
岐
市
・
瑞
浪
市
で
、
月
2
回
の
利
用

が
で
き
ま
す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
介
護
4
ま
た
は

要
介
護
5
と
認
め
ら
れ
た
人
や
身
体
障

害
者
手
帳
1
級
に
該
当
す
る
下
肢
・
体

幹
な
ど
に
障
が
い
が
あ
る
人

● 

助
成
費
用
：
利
用
し
た
運
行
料
金
（
割
増

料
金
は
含
ま
ず
）
と
2
万
円
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
少
な
い
金
額
の
2
分
の
1
以
内

④ 

高
齢
者
等
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

◎ 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
自
宅

へ
お
届
け
し
ま
す

● 

内
容
：
町
と
契
約
し
た
業
者
が
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
自
宅
へ
配

達
す
る
も
の
で
す
。
訪
問
の
際
に
は
、

安
否
確
認
を
し
た
り
、
健
康
状
態
が
す

ぐ
れ
な
い
と
き
は
関
係
機
関
へ
の
連
絡

も
お
こ
な
い
ま
す
。
昼
食
・
夕
食
な
ど
、

必
要
に
応
じ
て
直
接
業
者
に
注
文
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ま
す
。

● 

対
象
：
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
、
ま
た
、
身
体

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害

者
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

で
、
本
人
お
よ
び
そ
の
世
帯
員
が
疾し

っ
ぺ
い病

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
食
事
の
調
理
が

困
難
な
人

● 

費
用
：
昼
食
・
夕
食
、
1
食
に
つ
き

３
０
０
円

⑤ 

高
齢
者
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

◎ 

一
時
的
に
家
族
が
お
世
話
で
き
な
い
と

き
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

● 

内
容
：
家
族
の
疾
病
や
冠
婚
葬
祭
、
旅

行
な
ど
で
一
時
的
に
養
護
で
き
な
い
と

き
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
さ
わ
や
か
長

楽
荘
」
で
日
常
生
活
の
お
世
話
を
す
る

も
の
で
す
。
期
間
は
7
日
間
程
度
で
す
。

● 

対
象
：
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、
介
護

保
険
の
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
人

● 

費
用
：
1
日
に
つ
き
２
、６
０
０
円

　
（
飲
食
物
相
当
額
な
ど
）

※
健
康
診
断
書
が
必
要
で
す
。

⑥�

高
齢
者
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業

◎ 

専
門
員
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
が
日
常
生
活

の
支
援
や
援
助
を
し
ま
す

● 

内
容
：
日
常
生
活
を
す
る
う
え
で
支
援

の
必
要
な
高
齢
者
に
、
専
門
員
（
サ
ポ
ー

タ
ー
）
を
派
遣
す
る
も
の
で
す
。
家
事

援
助
や
公
共
機
関
な
ど
へ
の
外
出
時
の

つ
き
添
い
、
生
活
必
需
品
の
買
い
物
な

ど
、
基
本
的
に
日
常
生
活
で
必
要
な
支

援
や
援
助
、
安
否
確
認
を
し
ま
す
。

● 

対
象
：
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
介
護
保

険
の
対
象
者
で
な
い
人
で
、
支
援
や
援

助
を
必
要
と
す
る
人

● 

費
用
：
利
用
料
（
30
分
あ
た
り
の
負
担
額
）

　

・�

生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯�

…�

無
料

　

・
そ
れ
以
外�

…�

１
５
０
円

　

※�

安
否
確
認
の
み
は
無
料
。
た
だ
し
、

10
分
以
内
と
し
ま
す
。

⑦ 

ね
た
き
り
高
齢
者
等

日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

◎ 

日
常
必
要
と
す
る
生
活
用
品
を
給
付
し

ま
す

● 

内
容
：
在
宅
で
寝
た
き
り
の
高
齢
者
や

認
知
症
の
高
齢
者
な
ど
で
、
日
常
必
要

と
す
る
紙
オ
ム
ツ
・
寝
巻
き
・
肌
着
・

特
殊
シ
ー
ツ
な
ど
、
生
活
用
品
の
給
付

を
す
る
も
の
で
す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
介
護
4
ま
た
は

要
介
護
5
と
認
め
ら
れ
た
寝
た
き
り
の

高
齢
者
や
認
知
症
の
高
齢
者
で
、
必
要

と
認
め
ら
れ
た
人

● 

費
用
：
町
民
税
課
税
年
額
に
よ
り
費
用

負
担
が
あ
り
ま
す
。

　

�　

た
だ
し
、
町
民
税
所

得
割
課
税
額
が
20
万
円

以
上
の
世
帯
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

⑧ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
助
成
事
業

◎ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購
入
に
か
か
る

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　町では、高齢者のみなさんに在宅で安心して生活していただくた
め、さまざまなサービスを実施しています。日常生活のなかで困っ
ていることはありませんか？気軽にご相談ください。
　各サービスの詳しい内容や申請方法などについては、保険長寿課
高齢福祉係までお問い合わせください。

● 

内
容
：
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
自
宅
に

設
置
し
た
場
合
、
購
入
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
も
の
で
す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
介
護
4
ま
た
は

要
介
護
5
と
認
め
ら
れ
た
寝
た
き
り
の

高
齢
者
や
認
知
症
の
高
齢
者
、
ま
た
は

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
で
、
生
活
保

護
世
帯
ま
た
は
町
民
税
非
課
税
世
帯
に

属
す
る
人

● 

助
成
費
用
：

　

・�

生
活
保
護
世
帯�

…�

1
万
円
を
限
度
に

個
人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

　

・�

町
民
税
非
課
税
世
帯�

…�

購
入
し
た
金

額
と
1
万
円
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
少

な
い
金
額
の
2
分
の
1
以
内

⑨ 

高
齢
者
軽
度
生
活
援
助
事
業

◎ 

軽
微
な
修し

ゅ
う
ぜ
ん繕
や
家
具
の
移
動
な
ど
、
日

常
生
活
の
援
助
を
し
ま
す

● 

内
容
：
軽
易
な
日
常
生
活
の
援
助
が
必

要
な
高
齢
者
世
帯
に
、
援
助
員
を
派
遣

す
る
も
の
で
す
。
軽
微
な
修
繕
、
家
具

の
移
動
、
家
の
周
り
の
手
入
れ
な
ど
を

お
こ
な
い
ま
す
。
利
用
は
1
回
30
分
程

度
で
、
4
か
月
に
1
回
（
年
3
回
）
ま

で
利
用
で
き
ま
す
。

● 
対
象
：
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高

齢
者
世
帯

● 

費
用
：
無
料

　

※�

修
繕
な
ど
に
か
か
る
材
料
費
は
実
費

負
担
と
な
り
ま
す
。

⑩ 

ね
た
き
り
高
齢
者
等

介
護
者
手
当
支
給
事
業

◎ 

介
護
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
す

● 

内
容
：
介
護
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め

に
、
介
護
者
に
対
し
て
、
手
当
を
支
給

す
る
も
の
で
す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
介
護
4
ま
た
は

要
介
護
5
と
認
め
ら
れ
た
寝
た
き
り
の

高
齢
者
や
認
知
症
の
高
齢
者
、
ま
た
は

重
度
の
身
体
障
が
い
者
を
在
宅
で
6
か

月
以
上
引
き
続
き
介
護
し
て
い
る
人

● 

支
給
額
：
月
額
６
、０
０
０
円

 

● 

申
請
方
法
：
申
請
月
に
所
定
の
書
類
を

添
え
て
、
支
給
対
象
期
間
分
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
険
長
寿
課
高
齢
福
祉

係　

担
当
：
大お

お
く
ぼ

久
保
・
祖そ

ぶ

え

父
江
（
内
線�

２
１
７
２
）

支給対象期間 申請月 支給月

第 1期
（4月～ 7月） 8月 9月

第 2期
（8月～ 11月） 12月 1月

第 3期
（12月～翌 3月） 4月 5月

高齢者などの在宅福祉サービス

メニューのご紹介
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企画課企画調整係（内線 2224)・農林課農政係（内線 2163）

0 20 40 60 80 100（％）

13.3 22.5

御嵩町男女共同参画懇話会

2.3

★農業委員会からのお願い　　　　　　　適正な農地管理を…

　町内では、農業者の高齢化、後継者不足、非農家の相続による農地取得、農地所有者の
不在などの理由で農作業ができず、雑草の生い茂った農地が多く見受けられます。しかし、
そのまま放置されると害虫や火災の発生源となり、生活環境を著

いちじる

しく損ない、付近の農地および住民のみなさん
に大きな迷惑を及ぼしますので、定期的に除草をするなど、適正に管理していただきますようお願いします。
　また、有料ですが、除草については、御嵩町シルバー人材センターなどの業者にお願いする方法もあります。
詳細については、御嵩町シルバー人材センター（☎�67-6339）までお問い合わせください。

■ 問い合わせ：御嵩町農業委員会事務局（農林課農政係内）　担当：林
はやし

（内線�2163）

33.0 4.8 6.4 16.7 0.9

37.8 20.1 4.6 21.0 5.1 4.6 5.1 1.7

希望

現実
男性
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希望

現実
女性

★男女共同参画社会とは…
　男女共同参画社会とは、女性と男性が同じこ
とをするのではなく、一人ひとりが自分らしく
自分の能力を社会のなかで発揮して生きること
に対して、性別で区別することがない社会のこ
とです。その基本は人権の尊重であり、一人ひ
とりが持っている能力を活かせるような社会シ
ステムをつくっていこうということが柱になっ
ています。男女共同参画社会の実現のため、町
民のみなさん・事業者・行政がその必要性を十
分に理解し、協働して、積極的な取り組みを図っ
ていく必要があります。

■「仕事」優先　　■「家庭生活」優先　　■「地域・個人の生活」優先　　■「仕事」と「家庭生活」優先
□「仕事」と「地域・個人の生活」優先　　■「家庭生活」と「地域・個人の生活」優先
■「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」優先　　■�わからない

（出典：岐阜県男女参画青少年課「考えよう�女
ひと

と男
ひと

�共生時代」より）

■問い合わせ：企画課企画調整係　担当：川
かわかみ

上（内線�2224）

自分らしさを
実現できる町

　「男だから」「女だから」…といった固定的な意
識にとらわれず、自分らしく、いきいきと暮らせ
る社会。私たちのまわりは、そんな社会になって
いるでしょうか？
　岐阜県男女参画青少年課が、「仕事」「家庭生活」
「地域・個人の生活」の優先度についての希望と現
実を調査しました。男女ともに「仕事と家庭生活
をともに優先したい」など、複数の活動をバラン
スよくおこないたいと考える人の割合が高いもの
の、現実には、男性は「仕事」、女性は「家庭生活」
を優先している人の割合が高い傾向が見られます。

「男女共同参画社会」について、ちょっと考えてみませんか？

仕事と生活の調和の希望と現実
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まま ちち のの
話話 題題

★ドッジボールで全国大会へ出場！
　「第21回�春の全国小学生ドッジボール選手権」（3月25日、
名古屋市で開催）への出場が決まった可児オールスターズの
林
はやし

海
かいせい

成くん（伏見小 6年生）が役場を訪れ、渡邊町長から
激励を受けました。
　林くんは、「キャプテンとしてチームをまとめるのは大変
だけど、勝ったときはとてもうれしい。優勝をめざしてがん
ばりたい」と目標を語りました。町長は、「一生懸命やるこ
とが大切。勝負のうれしさ、悔しさを知って、本当の強さを
つけてほしい。大きな大会になるが、予選を勝ち上がった自
信をもって、優勝をめざしてがんばってください」などとエー
ルを送りました。（3月 9日）
【大会結果報告】
　◎�緊張により力が発揮できず、予選敗退。

★ソフトテニスで全国大会へ出場！
　「第 11回�全国小学生ソフトテニス大会」（3月 29日～ 31
日、千葉県で開催）への出場が決まった渡

わたなべ

邉美
み の

野さん（伏見
小４年生）が役場を訪れ、渡邊町長から激励を受けました。
　渡邉さんは、「まず予選リーグを 1位通過して、なるべく
上位へ行けるようにがんばりたい」と目標を語りました。町
長は、「とにかくがんばって、決勝トーナメントへ進出して
ください。スポーツは悔

くや

しい思いをしないと強くなれないけ
れど、悔しい思いはなるべくしないようにがんばってくださ
い」などとエールを送りました。（3月 26日）
【大会結果報告】
　◎�予選リーグで 2位となり、2位トーナメントへ進出。

★ボートで全国大会へ出場！
　「第 23 回�全国高等学校選抜ボート大会」（3月
22 日～ 25 日、静岡県で開催）への出場が決まっ
た加茂高等学校の林

はやし

亜
つ ぐ と

門さん（2年生、里）、伊
い と う

藤
勇
ゆ う き

希さん（1年生、北屋敷）、渡
わたなべ

邉楓
かえで

さん（2年生、
井尻）が役場を訪れ、渡

わたなべ

邊町長から激
げきれい

励を受けまし
た。林さんたちが出場する種目は、男子舵

だ し ゅ

手つきクォ
ドルプルと女子シングルスカルです。
　林さんたちは、「優勝めざしてがんばりたい」と
目標を語りました。町長は、「全国大会出場は、高
校生ではなかなか経験できることではない。自分の
目標が達成できるように、ベストを尽

つ

くしてがん
ばってください」などとエールを送りました。（3
月 13日）
【大会結果報告】
　◎男子舵手つきクォドルプル：“優勝”
　　（林さん、伊藤さん）
　◎女子シングルスカル：準決勝へ進出できず。
　　（渡邉さん）

※学年は、激励会開催当時の学年になっています。
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★中公民館の大規模改修について答申
　昨年 10 月から、中公民館の大規模改修について検
討をおこなってきた「中公民館改修事業検討委員会」
の小

お が わ

川文
ぶ ん ぽ

甫委員長が、渡
わたなべ

邊町長に答申書を渡しました。
　小川委員長は、「中公民館の改修にあたっては、貴
重な税金を効果的かつ効率的に活用し、利用者の安全
確保や人命に関する事項を優先することを基本方針と
すること。施設全体の老

ろうきゅう

朽化
か

した部位や設備について
抜
ばっぽん

本的
てき

な改修をおこなうこと。多目的な利用に配慮し
た改修をおこなうこと。災害時の避難所としての施設
整備をおこなうこと。工法や費用対効果の検討をおこ
なうこと」などを委員会の意見として答申しました。
　渡邊町長は、「公民館利用者のニーズと、全体的な町
民のニーズのバランスを上手にとっていく必要がある。
改修にお金をかけるからには、慎重にコストを抑えた
うえで、少なくとも現状よりもよくしたい。いずれに
しても、今回いただいた答申書の基本線からぶれない
ようにしていきたい。これまで検討をいただき、あり
がとうございました」と述べました。（3月 29日）

まま ちち のの
話話 題題

★笑顔いっぱい、デイケア春祭り
　桃井病院のデイケアセンターで、「桃井デイケア
春祭り」がおこなわれました。当日は、デイケアセ
ンターの利用者やその家族、病院の入院患者、その
他一般の人など、たくさんの来場者がありました。
　お祭りでは、デイケア利用者のみなさんが手づく
りの太

た い こ

鼓で、「さくらさくら」と「村祭り」の演奏
をおこなったり、歌を披

ひ ろ う

露したりしていました。こ
の日のために 1か月半練習されたそうです。また、
来場者のみなさんが参加できるゲームもあり、お菓
子や洗剤、くつ下などが当たるルーレットやわくわ
く千本引きは大変な盛り上がりで、歓声があがって
いました。みなさん、笑顔いっぱいの楽しい一日を
過ごすことができました。（3月 15日・16日）

★故嵯峨洋三さんに
勲章が授与されました

　町助
じょやく

役を昭和 55年から 8年間務められま
した、故嵯

さ が

峨洋
ようぞう

三さんに勲
くんしょう

章（瑞
ずいほう

宝双
そうこう

光章
しょう

）
が授与されました。これは、公務などに長年
にわたり従事し、多大な成績を挙げた人に対
しておこなわれるもので、今回、故人の生前
の功績に対して、勲章が授与されました。
　3 月 23 日（金）に故人のご子息である
嵯
さ が

峨清
きよたか

隆さん（西之門）が役場を訪れ、渡邊
町長から勲

く ん き

記と勲章を受け取られました。（3
月 23日）
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★地域のために…　
　東濃信用金庫が、地域社会の活性化を目的と
して、「とうしん地域振興協力基金」15 万円を
町へ助成してくださいました。
　東濃信用金庫では地域社会の活性化のため、地
域産業の振興発展や地域社会の福祉向上、地域
の社会生活環境の整備などの活動を支援してい
ます。この支援活動は、毎年おこなわれています。
　今回いただいた助成金は、竹屋資料館の土

ど ま

間
三
た た き

和土改修事業に活用させていただきます。あ
りがとうございました。（3月 22日）

★ 1 年生にすてきなプレゼント！
　御嵩町商工会青年部（田

た な か

中泰
た い じ

治部長）のみな
さんが教育委員会を訪れ、この春、小学校に入
学する新 1年生 139 名のために、エンピツと消
しゴムセットをプレゼントしてくださいました。
このプレゼントは、毎年おこなわれています。
　みんながこれからたくさんお勉強ができるよ
うにたくさん入ったエンピツと消しゴム、大切
に使ってくださいね。
　御嵩町商工会青年部の
みなさん、どうもありが
とうございました。（3月
28日）

よもぎ団
だ ん ご

子作ったよ！

　卒園式を前に、年少児、年中児たちが 4月
から小学校へ入学する年長児のために、よも
ぎ団子作りを計画しました。
　園の近くへ散歩に出かけ、春の日差しのな
か、「いい匂

にお

いがする」「葉っぱの裏が白いの
がよもぎだね」とよもぎを摘

つ

みました。
　待ちに待ったクッキングの日。給食の先生

に茹
ゆ

でてもらったよもぎと粉を混ぜ合わせると、「わぁー、緑になったよ」
「よもぎのいい匂いがする」と歓声があがりました。茹であがった団子に
きな粉をまぶし、よもぎ団子の完成！！
　おやつタイムは、みんなの笑顔でいっぱいでした。
　やさしかった年長さんのように、今
度はお兄さん、お姉さんになるぞ！と
意気込んだ春のひとときでした。
　そして今、ひとつ大きくなった子ど
もたちは喜びと期待でいっぱいです。
これからも身近な自然とふれあいなが
ら、四季を感じ、笑顔あふれる保育園
にしていきたいと考えています。

▲��よもぎっていいにおいがするんだ
ね！早く食べたいな…

伏
見

保 育 園

▲��みんなでこねこね…お友だちと一緒にや
ると楽しいね！

▲��緑色のかわいいよもぎ団子ができた
よ！とってもおいしかったね！！
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5 月の相談日

相談名 日 程 時 間 場 所 備 考

　福祉課（内線 2122・2120）

 障がい者相談
�5 月 11 日（金）
�6 月 1日（金） �午後 1時～午後 4時 中公民館 �

 人権相談
�5 月 18 日（金）
�6 月 1日（金） �午後 1時～午後 4時 5月：みたけ会館

6月：役場北庁舎�2 階第 3研修室

　住民環境課（内線 2103）

 消費者相談 �5 月 16 日（水） �午後 1時 30分～
午後 4時

役場本庁舎1階
相談室 �予約制（1人 30分程度）

 行政相談 �5 月 22 日（火） �午前 9時 30分～正午 役場北庁舎2階
第 3研修室

 法律相談 �5 月 25 日（金） �午後 3時～午後 5時
�午後 6時～午後 7時

役場北庁舎2階
教育会議室

�○�午後 4時までに受付をし
てください

�○�午後 6時以降の部は、前
日までに予約が必要です

　オアシス教室（☎ 67-7380）

 教育相談

 （不登校・いじめなど）

毎週月曜～金曜日
（祝日を除く） �午前 9時～午後 3時 オアシス教室

（中公民館内）

 臨床心理士による

カウンセリング 

毎週水曜日
（祝日を除く） �午前 9時～午後 5時 中公民館 2階

��予約制
�対象：小中学生および保護者
�申込先：
 各小中学校・オアシス教室

情報ガイド情報ガイド

◆
多
重
債
務
無
料
相
談
会

（
予
約
制
）

～
返
し
き
れ
な
い
借
金
に

お
困
り
の
み
な
さ
ん
へ
～

　

県
で
は
毎
月
、「
多
重

債
務
無
料
相
談
会
」
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。
返

し
き
れ
な
い
借
金
の
支

払
い
に
困
っ
て
い
る
人
、

利
息
を
払
い
過
ぎ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
人
な
ど
は
悩
ん
で
い
な

い
で
、
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
：
5
月
10
日
（
木
）

　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

● 

場
所
：
東
濃
西
部
総
合
庁
舎
（
多
治
見

市
上
野
町
5
‐
68
‐
1
）

●
相
談
料
：
無
料

● 

相
談
員
：
弁
護
士

●
相
談
方
法
：
面
接
相
談
（
30
分
予
約
制
）

　

※
5
月
9
日
（
水
）
ま
で
随
時
受
付
。

● 

申
込
先
：
県
環
境
生
活
政
策
課

　

☎�

０
５
８
‐
２
７
２
‐
８
２
０
４

■ 

問
い
合
わ
せ
：
住
民
環
境
課
ふ
れ
あ
い

係　

担
当
：
伊い

さ

じ
佐
治
（
内
線�

２
１
０
３
）

◆
す
こ
や
か
教
育
相
談
会

（
予
約
制
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
お
子
さ
ん
の
こ
と

で
悩
み
や
気
が
か
り
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

「
す
こ
や
か
教
育
相
談
会
」
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

●
日
時
：
5
月
16
日
（
水
）　

午
後
～

●
場
所
：
役
場
北
庁
舎�

2
階
会
議
室

　

※�

時
間
、
場
所
は
、
申
し
込
み
時
に
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 6月上旬の相談日も掲載しています。

ひとりで悩まないで！まずはお電話ください

　家庭や仕事、DV（ドメスティック・バイオレンス）、人間関係など、生き方に関する悩みを電話でお聞き
します。相談は無料で、秘密は固く守られます。

岐阜県男女共同参画プラザ相談窓口　「電話相談」 専用ダイヤル ： 058-278-0858

　● 相談日：日曜～木曜日（金曜・土曜日、祝日、年末年始を除く）
　● 時間：午前 9時～正午／午後 1時～午後 4時

※�電話相談には、男女共同参画専門相談員が応対します。
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情報ガイド情報ガイド

　不燃ごみ（金物類・ガラス類）、
粗大ごみ（可燃・不燃）の収集日
をお知らせします。

収集地区  不燃ごみ・ 粗大ごみ
収 集 日

上之郷
5月16日（水）
6月13日（水）

御　嵩

中 5月18日（金）
6月15日（金）

伏　見 5月15日（火）
6月12日（火）

　分別収集日をお知らせします。
※ 収集時間については、朝方の約 1 時

間程度です（例：午前7時～午前8時）。
各自治会・アパートによって収集時
間が違いますので、それぞれの役員
または分別指導員にお尋ねください。

収集地区 分別収集日

上之郷 5月 6日（日）
6月 3日（日）

御　嵩 5月 13日（日）
6月 10日（日）

中 5月 20日（日）
6月 17日（日）

伏　見 5月 27日（日）
6月 24日（日）

リサイクルステーション

＜ 生活学校 ＞
5 月の開催日：6 日（日）
6 月の開催日：3 日（日）

時間：午前 9時～午前 11時
場所：役場駐車場

＜ あゆみ館 ＞
開催日：毎週月曜～金曜日

（土・日・祝日・年末年始を除く）
時間：午前 9時～午後 5時
場所：あゆみ館（新木野）

◎�

興
味
や
関
心
が
せ
ま
く
、
特
定
の
も
の

や
習
慣
、
手
順
へ
の
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
学
校
教
育
課

学
校
教
育
係　

担
当
：
大お

お
が鋸

（
内
線 

２
３
１
０
）

◆ 

無
料
相
談
「金
融
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
・東
海
」

「多
重
債
務
相
談
」

　

東
海
財
務
局
で
は
、
無
料
相
談
「
金
融

ほ
っ
と
ラ
イ
ン
・
東
海
」「
多
重
債
務
相
談
」

●
相
談
料
：
無
料

● 

申
込
方
法
：
町
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、

小
・
中
学
校
に
あ
る
「
相
談
申
込
書
」、

ま
た
は
直
接
、
学
校
教
育
課
へ
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
こ
の
よ
う
な
相
談
に
対
応
し
ま
す
】

◎�

知
的･

身
体
的
障
が
い
が
あ
る
の
で
、
進

路
に
つ
い
て
迷
っ
て
い
る
。

◎
友
だ
ち
関
係
を
う
ま
く
築
け
な
い
。

◎
言
葉
の
遅
れ
が
あ
る
。

ごみ収集　　　　　

● 

相
談
電
話
番
号
：

　

０
５
８
‐
２
１
４
‐
７
３
０
０

※�

事
前
予
約
が
あ
れ
ば
、
面
談
に
よ
る
相

談
も
可
。

● 

相
談
先
：
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ぎ
ふ
（
岐
阜
市
舞
鶴
町
2
‐
6
‐
7�

ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
岐
阜
1
階
）

く
ら
し

★
納
期
限
、
お
忘
れ
な
く
！　

　

納
期
限
は
5
月
31
日

（
木
）
で
す
。

○
軽
自
動
車
税�

○
国
民
健
康
保
険
税�

2
期
分

○
介
護
保
険
料�

5
月
分

○
上
下
水
道
使
用
料�

4
月
分

（
口
座
振
替
日　

5
月
25
日
）

○
保
育
料�

5
月
分

○
町
営
住
宅
家
賃�

5
月
分

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◎�

金
融
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
か

ら
の
ご
意
見
・
ご
相
談
の
受
付
は
…

　
「
金
融
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
・
東
海
」

　

☎�

０
５
２
‐
９
５
１
‐
９
６
２
０

◎�

多
重
債
務
で
悩
ん
で
い
る
人
は
…

　
「
多
重
債
務
相
談
」

　

☎�

０
５
２
‐
９
５
１
‐
１
７
６
４

■ 

問
い
合
わ
せ
：
住
民
環
境
課
ふ
れ
あ
い

係　

担
当
：
伊い

さ

じ
佐
治
（
内
線�

２
１
０
３
）

◆ 

電
話
な
ん
で
も
相
談

「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
ぎ
ふ
」
オ
ー
プ
ン
！

　

み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
全
般
に
関
す
る
電

話
相
談
所
で
す
。
法
的
な
問
題
、
労
働
・

雇
用
問
題
、
多
重
債
務
問
題
、
日
ご
ろ
の

暮
ら
し
の
な
か
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

な
ん
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。

● 

開
設
日
時
：
平
日
の
午
前
9
時
～
午
後

5
時
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

収集地区
使用済み乾電池・

陶磁器類
収 集 日

上之郷
6月 6日（水）

御　嵩

中 6月 8日（金）

伏　見 6月 5日（火）

　6 月は、使用済み乾電池と陶磁
器類を収集します。

＜陶磁器類の出しかた＞
◎�指定の袋に入れて出してくだ
さい（無色透明の茶文字の袋）。

◎�ほかのごみは混ぜないでくだ
さい。
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◆
休
日
歯
科
診
療
当
番
医

　

可
児
地
区
の
5
月
の
祝
日
に
診
療
可
能

な
歯
科
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎ 

5
月
3
日
（
木
）
：
さ
ば
し
矯
正
小
児
歯
科

　

可
児
市
広
見　
　

☎�

６
３
‐
１
２
２
２

◎ 

5
月
4
日
（
金
）
：
長
瀬
歯
科

　

御
嵩
町
中　
　
　

☎�

６
７
‐
３
７
３
３

◎ 

5
月
5
日
（
土
）
：
あ
ら
い
歯
科
医
院

　

可
児
市
川
合　
　

☎�
６
２
‐
８
８
８
８

◎ 

5
月
6
日
（
日
）
：
ワ
カ
ム
ラ
歯
科

　

可
児
市
広
見　
　

☎�

６
３
‐
２
０
３
３

※ 

必
ず
電
話
を
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
内
線�

２
１
９
２
）

◆
献
血

　

献
血
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

● 

日
程
：
5
月
22
日
（
火
）

● 

場
所
：
ラ
ス
パ
御
嵩
店
（
午
前
10
時
～
正

午
／
午
後
1
時
30
分
～
午
後
4
時
）

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
安や

す
え江

（
内
線�

２
１
９
２
）

◇ 有料広告を募集しています ◇　　申込方法などの詳細は、町ホームページをご覧ください。

　①広報紙「ほっとみたけ」　②御嵩町ホームページ（バナー広告）　③ふれあいバス

情報ガイド情報ガイド

※財源確保などのため、有料広告を掲載しています。内容に関するお問い合わせは、それぞれの問い合わせ先へお尋ねください。

広　

告

◆
資
源
回
収

【
伏
見
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
／
上
之
郷
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

資
源
回
収
】

●
日
程
：
5
月
19
日
（
土
）

※
予
備
日
：
5
月
20
日
（
日
）

【
向
陽
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
資
源
回
収
】

●
日
程
：
5
月
20
日
（
日
）

※
予
備
日
：
5
月
27
日
（
日
）

お
知
ら
せ

◆
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
、
オ
ー
プ
ン
！

●�

開
放
期
間
：
5
月
20
日
（
日
）

　

～
9
月
30
日
（
日
）

　

※�

夜
間
の
部
：
7
月
1
日
（
日
）

～
8
月
31
日
（
金
）

●
開
放
時
間
：

　

◎
午
前
の
部�

…�

午
前
9
時
～
正
午

　

◎
午
後
の
部�

…�

午
後
1
時
～

午
後
4
時
30
分

　

◎
夜
間
の
部�

…�

午
後
6
時
～
午
後
9
時

● 

休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、
第
3
日
曜
日

の
夜
間
の
部

● 

利
用
料
：
小
・
中
学
生�

50
円
／
高
校
生

以
上�

１
０
０
円
／
幼
児�

無
料

※�

幼
児
の
保
護
者
は
水
着
を
着
用
の
う
え
、

つ
き
添
い
が
必
要
で
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
小こ

い
け池　

☎�

６
７
‐
５
１
９
６
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講　

座

◆
わ
く
わ
く
体
験
館　

ガ
ラ
ス
工
芸
講
座 

【
1
土
田
の
び
い
ど
ろ

　

～
江
戸
時
代
の
ガ
ラ
ス
作
り
に
挑
戦
～
】

　

江
戸
時
代
、
可
児

郡
土
田
村
で
興お

こ

っ
た

吹
き
ガ
ラ
ス
製
造
を

で
き
る
限
り
、
当
時

の
方
法
を
使
っ
て
お

こ
な
い
ま
す
。

◎ 

開
催
日
時
：
全
4
回
、
月
曜
日
開
催

　

①�

5
月
28
日　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

　

②�

6
月
11
日　

午
前
9
時
～
正
午

　

③�

6
月
18
日　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

　

④�

6
月
25
日　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

◎
対
象
：
一
般
成
人

◎
定
員
：
10
名
（
抽
選
）

◎ 

受
講
料
：
4
回
分
、
材
料
費
・
税
込
み

　

3
、
０
０
０
円

【
2
ビ
ー
ル
ジ
ョ
ッ
キ
を
作
ろ
う
】

　

吹
き
ガ
ラ
ス
の
技
法

で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ビ
ー
ル

ジ
ョ
ッ
キ
を
作
り
ま
す
。

◎ 

開
催
日
：

　

①�

6
月
3
日
（
日
）

　

②
6
月
4
日
（
月
）

◎
時
間
：
午
前
9
時
～
正
午

◎
対
象
：
小
学
5
年
生
以
上

◎
定
員
：
各
16
名
（
抽
選
）

◎ 

受
講
料
：
材
料
費
・
税
込
み

　

１
、７
０
０
円

【
3
吹
き
ガ
ラ
ス
基
礎
講
座
Ⅱ
】

　

吹
き
ガ
ラ
ス
の
基
礎
を

学
び
な
が
ら
、
作
品
づ
く

り
を
楽
し
み
ま
す
。

◎ 

開
催
日
：
全
6
回

　

①�

木
曜
午
前
コ
ー
ス�

…�

6
月
7
日
～
7

月
12
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日

　

②�

金
曜
午
後
コ
ー
ス�

…�

6
月
8
日
～
7

月
13
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日

　

③�

土
曜
午
前
コ
ー
ス�

…�

6
月
9
日
～
7

月
14
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日

◎
時
間
：

　

午
前
コ
ー
ス�

…�

午
前
9
時
～
正
午

　

午
後
コ
ー
ス�
…�

午
後
1
時
～
午
後
4
時

◎
対
象
：
一
般
成
人

◎
定
員
：
各
コ
ー
ス
3
名
（
抽
選
）

◎ 

受
講
料
：
6
回
分
、
材
料
費
・
税
込
み

　

１
５
、０
０
０
円

【
1
、
2
、
3
共
通
】

●  

場
所
：
わ
く
わ
く
体
験
館
（
可
児
市
塩

河
１
０
７
１
‐
４
）

● 

申
込
方
法
：
わ
く
わ
く
体
験
館
へ
直
接

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
限
：
5
月
20
日
（
日
）

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
わ
く
わ
く
体

験
館　

☎�

６
５
‐
１
５
１
５

情報ガイド情報ガイド

◆
就
業
支
援
講
習
会

　

県
内
に
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
親
を
対

象
に
、
就
業
を
支
援
す
る
た
め
の
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
面
接
後
、
講
習
会
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

● 

受
講
種
目
：

　

◎
ヘ
ル
パ
ー
2
級
講
習

　

◎
医
療
事
務
講
習

● 

面
接
日
時
：
6
月
8
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

●  

場
所
：
中
濃
振
興
局
（
美
濃
加
茂
市
古

井
町
下
古
井
２
６
１
０
‐
１
）

 

● 

対
象
：
母
子
家
庭
の
母
親
な
ど
（
父
子

家
庭
を
除
く
）

● 

定
員
：
約
43
名
（
抽
選
）

● 

受
講
料
：
無
料
（
教
材
費
は
本
人
負
担
）

● 

申
込
方
法
：
中
濃
振
興
局
福
祉
課
へ
直

接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
限
：
5
月
18
日
（
金
）

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
中
濃
振
興
局

　

�

福
祉
課　

☎�

２
５
‐
３
１
１
１
／
岐

阜
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー　

☎�

０
５
８
‐
２
６
８
‐

２
５
６
９

◆
Ｐ
Ｔ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

知
的
障
が
い
や
自じ

へ
い
し
ょ
う

閉
症
な
ど
の
発
達
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
暮
ら
し
や
す

く
な
る
よ
う
に
、
地
域
に
お
け
る
理
解
者

や
支
援
者
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
た

講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

● 

日
程
：
5
回
コ
ー
ス
、
土
曜
日
開
催

　

�

①
6
月
9
日�

②
7
月
7
日�

③
9
月
8
日

④
10
月
6
日�

⑤
11
月
3
日

● 

時
間
：
午
後
1
時
～
午
後
4
時

●  

場
所
：
県
立
中
濃
特
別
支
援
学
校

 

● 

対
象
：
高
校
生
以
上

● 

定
員
：
30
名

●
受
講
料
：
無
料

● 

内
容
：
5
回
の
講
座
で
、
講
師
や
保
護

者
の
講
話
を
聞
い
た
り
、
実
際
に
子
ど

も
た
ち
と
活
動
を
と
も
に
し
た
り
、
グ

ル
ー
プ
で
話
し
合
い
な
が
ら
学
ん
で
い

き
ま
す
。

● 

申
込
方
法
：
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

県
立
中
濃
特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
事
務
局
へ
フ
ァ
ッ
ク
ス

ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

必
要
事
項
：
①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
②

性
別
、
③
生
年
月
日
・
年
齢
、
④
職
業

（
学
校
名
・
学
年
）、
⑤
住
所
・
郵
便
番
号
、

⑥
電
話
番
号
（
自
宅
・
携
帯
）、
⑦
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
の
有
無
、
⑧
講
座

希
望
理
由

● 

申
込
期
間
：
5
月
7
日（
月
）～
25
日（
金
）

　
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
県
立
中
濃
特

別
支
援
学
校　

Ｐ
Ｔ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
事
務
局　

担
当
：
吉よ

し
と戸

・
野の

な
か中

（
渉
外
部
）
〒
５
０
１
‐
３
９
３
８　

関
市
桐
ヶ
丘
2
‐
3　

☎�

０
５
７
５
‐

２
４
‐
１
７
７
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ�

０
５
７
５

‐
２
４
‐
６
２
６
５
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募　

集

◆ 
「
よ
っ
て
り
ゃ
あ
、
み
た
け
～
夢
い
ろ
街

道
宿
場
ま
つ
り
～
」
運
営
ス
タ
ッ
フ

　

今
年
も
“
よ
っ
て
り
ゃ

あ
、
み
た
け
”
を
8
月
4

日
（
土
）
に
開
催
し
ま
す
！

　

ま
つ
り
を
一
緒
に
創
り

上
げ
る
運
営
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
ま
す
。
性
別
・
年

齢
・
職
業
は
問
い
ま
せ
ん
。
や
る
気
の
あ

る
人
な
ら
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
！
「
こ

ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
み
た
い
」
な
ど

の
ア
イ
デ
ア
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
あ
い
、
み

た
け
の
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
御
嵩
町
商
工

会　

☎�

６
７
‐
１
１
８
１
／
ま
ち
づ
く

り
課
商
工
観
光
係　

担
当
：
可か

に児
（
内

線�

２
２
３
１
）

◆ 

対
面
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

中
山
道
み
た
け
館
で

は
、
対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス

を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
中
山
道
み
た
け
館
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

内
容
：
対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス
の
申
込
み

が
あ
っ
た
と
き
、
都
合
の
よ
い
場
合
に

平
日
の
2
時
間
程
度
、
中
山
道
み
た
け

館
で
対
面
朗
読
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

● 

申
込
方
法
：
中
山
道
み
た
け
館
へ
直
接

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
：
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
中
山
道
み

た
け
館　

担
当
：
山や

ま
だ田　

☎�

６
７
‐

７
５
０
０

◆ 

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
・

名
称

　

名
古
屋
市
上
下
水
道
局
で
は
、
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

● 

募
集
内
容
：
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
名
称

● 
応
募
資
格
：
プ
ロ
・
ア
マ
チ
ュ
ア
問
わ

ず
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
条
件
：

　

◎ 

木
曽
三
川
流
域
の
自
治
体
が
連
携
・

協
働
し
て
水
環
境
の
保
全
に
取
り
組

め
る
も
の
と
し
ま
す
。

　

◎�

「
木
曽
三
川
」「
森
・
川
・
海
」
な
ど

を
モ
チ
ー
フ
に
、
水
環
境
の
保
全
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
す
。

　

◎�

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
お
い
て
、
ポ
ス
タ
ー
、
の
ぼ

り
、
グ
ッ
ズ
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

● 

賞
／
副
賞
：

　

◎
最
優
秀
賞
（
1
点
）

／
賞
状
お
よ
び
10
万
円

　

◎
優
秀
賞
（
2
点
）／

賞
状
お
よ
び
5
万
円

● 

審
査
結
果
：
7
月
下
旬
に
決
定
後
、
入

賞
者
へ
直
接
、
通
知
し
ま
す
。

●
応
募
期
限
：
6
月
8
日
（
金
）

当
日
消
印
有
効

※�

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.w
ater.city.nagoya.jp/)

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■ 

応
募
先
／
問
い
合
わ
せ
：
名
古
屋
市
上

下
水
道
局
（
経
営
企
画
課
内
）
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集
係　

〒
４
６
０
‐

８
５
０
８　

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
3
‐

1
‐
1
（
住
所
省
略
可
）　

☎�

０
５
２
‐

９
７
２
‐
３
６
１
５

◆

「か
に
っ
子
昆こ

ん
ち
ゅ
う
き

虫
記 

in 

五
宝
滝
」

小
学
4
年
生
参
加
者

　

㈳
可
児
青
年
会
議
所
で
は
、
小
学
4
年

生
を
対
象
と
し
た
自
然
体
験
を
お
こ
な
い

ま
す
。
ぜ
ひ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
程
：
7
月
14
日
（
土
）
～
15
日
（
日
）

　

☆
事
前
に
保
護
者
説
明
会
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

7
月
1
日
（
日
）　

午
前
10
時
～

●  

場
所
：
五
宝
滝
（
加
茂
郡
八
百
津
町

八
百
津
五
宝
平
４
７
６
‐
３
）

 

● 

対
象
：
可
児
市
・
御
嵩
町
内
の
小
学
4

年
生

● 

定
員
：
50
名

●
参
加
費
：
３
、０
０
０
円

● 
内
容
：
1
泊
2
日
で
、
昆
虫
採
集
な
ど

の
自
然
体
験
を
お
こ
な
い
ま
す
。

● 

申
込
方
法
：
各
小
学
校
に
配
布
す
る
申

込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
：
6
月
14
日
（
木
）

※�

詳
し
く
は
、
㈳
可
児
青
年
会
議
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
㈳
可
児
青
年
会
議
所　

☎�

６
２
‐
９
０
１
０

　

�（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
、

午
前
10
時
～
午
後
4
時
）

◆

「夏
休
み
海
外
派
遣
」
参
加
者

　

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
体
験

を
通
し
て
お
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
、

国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
海
外

派
遣
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ぜ
ひ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

● 

日
程
：
7
月
26
日
（
木
）
～
8
月
14
日

（
火
）
の
間
で
8
日
～
18
日
間

● 

対
象
：
小
学
3
年
生
～
高
校
3
年
生

● 

参
加
費
：
22
万
８
、
０
０
０
円
～
56
万

８
、０
０
０
円
（
予
定
、共
通
経
費
は
別
途
）

● 

派
遣
先
：
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
サ
イ
パ
ン
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー

● 

内
容
：
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
文
化
交
流
、
学
校
体
験
、
英
語
研
修
、

地
域
見
学
、
野
外
活
動
な
ど

● 

申
込
方
法
：
㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
限
：
6
月
1
日
（
金
）
お
よ
び

11
日
（
月
）

☆�

事
業
に
よ
り
日
程
や
対
象
年
齢
、
申
込

期
限
が
異
な
り
ま
す
。

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
㈶
国
際
青
少

年
研
修
協
会
（
文
部
科
学
省
所
管
）

　

☎�

０
３
‐
６
４
５
９
‐
４
６
６
１

情報ガイド情報ガイド
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　　　　　◆歴史の道「中
なかせんどう

山道」を散策してみませんか…

　江戸時代、現在の御嵩町には、江戸と京都の間を
結ぶ主要街道「中山道」が通っていました。この中
山道は「東海道」と並んで、人や物資のほか、情報
や文化が往来する大変貴重な交通網でした。そして、
町内にあった「御嶽宿」と「伏見宿」は、とてもに
ぎわいのある宿場であったと想像できます。しかし、
明治時代以降、時代の流れとともに舗装されたり、
利用されなくなったりなどして、その存在すら忘れ
去られようとしています。
　町では、この貴重な歴史的財産を保存・継承して
いくため、平成 9年から整備をおこなってきました。
そして、平成 18年からは『歴史の道「中山道」を
歩こう！』と題して、毎年、町民のみなさんととも
に散策に出かけ
ています。
　今年も開催し
ますので、歴史
を肌で感じてみ
ませんか。

歴史の道 「中山道」 を歩こう！

●日時：6 月 2日（土）
　午前 9時～午後 4時
●集合時間：午前 9時
●集合場所：中山道みたけ館
●定員：18 名
●�参加費：100 円（傷害保険料）
●�内容：御嶽宿～細

ほ そ く て

久手宿（瑞浪市）までの約
12㎞を歩きます。

　※細久手宿からはバスで戻ります。
●持ち物：昼食、飲み物、雨具など
●�申込方法：中山道みたけ館へ直接または電話
で申し込みください。

●申込期間：5 月 8日（火）～ 13日（日）
■ 申込先／問い合わせ：中山道みたけ館
　担当：大

おおわき

脇　☎�67-7500

　◆「ぎふ清流国体」の開会式に登場する
　　　　　　　　『清流こよみぶね』を一緒に作りませんか！？

　竹と和紙で作る巨大な数字行
あんどん

灯と舟型を組み合わ
せて作る「清流こよみぶね」（デザイン：岐阜県出
身の著名なアーティスト�日

ひ び の

比野克
かつひこ

彦さん）を、一
緒に作っていただけるメンバーを募集しています。
　作業は簡単！専門の指導員がサポートします。

●日時：6 月 7日（木）～ 10日（日）
　午前 10時～午後 4時
●場所：中山道みたけ館�2 階ロビー
●�参加費：無料
　※�会場への交通手段、休憩時の飲食代などは、各

自でご負担ください。
　※小学生以下は保護者同伴でお願いします。
　※託児なし。
●�申込方法：ギフューチャー事務局へ電話または
ファックス、郵送、電子メールで申し込みください。

　※�参加申込書など詳しくは、ぎふ清流国体ホーム
ページ（http://gifukokutai2012.jp/kokutai/
ws/）をご覧ください。

情報ガイド情報ガイド

　※�事前に申込みをしていない人も、当日参加可。
　★�事前に申込みをした人には、抽選で記念品をプレ

ゼントします！
■ 申込先／問い合わせ：G

ギ フ ュ ー チ ャ ー

IFUTURE 事務局（岐阜総
合庁舎内）　☎／ FAX�058-214-7693　

　�〒 500-8076　岐阜市司町 1
　電子メールアドレス�info@gifuture.org

～ ぎふ清流国体 ・ ぎふ清流大会 ～

炬
き ょ か

火リレー開催のお知らせ

　この 8月 2日（木）に、ぎふ清流国体・ぎふ清
流大会の炬火が御嵩町に到着し、町内を巡

めぐ

る炬火
リレーがおこなわれます。
　詳細は決定次第、町ホームページ、広報紙ほっ
とみたけなどでお知らせします。
■ 問い合わせ：B&G海洋センター
　担当：小

こ い け

池　☎�67-5196

25 ほっと みたけ　2012. 5
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◎集積所からの持ち去りを禁止する
「御嵩町廃棄物の処理及び清掃に関する条例」の一部改正について

�【条例制定の背景】
　�　町内の不燃ごみなどの集積所から、金物類などをトラックなどに積み込んで持ち去る行為などが多く
発生しています。町民のみなさんからは、目撃情報や取締りを求める声、指定袋（指定シール）に記名
してあるごみが不法投棄となった際の責任問題への懸

け ね ん

念などのご意見をいただいています。
　�　そこで、不法投棄の防止、町指定袋による排出協力意識の低下防止などのため、持ち去り防止対策を
おこなうことが必要として、条例を改正し、持ち去り行為を禁止するための規定を制定するものです。

●資料の閲覧期間／意見の募集期間：5 月 14日（月）まで
● 資料の閲覧場所：町ホームページ、住民環境課環境整備係、上之郷・中・伏見の各出張所
● 提出方法：案件名・住所・氏名・連絡先（電話番号・メールアドレスなど）・意見を記入のうえ、持参、
郵送（〒 505-0192�御嵩町御嵩 1239-1�御嵩町役場�住民環境課環境整備係宛）、ファックス（67-1999）、
電子メール（mitakepublic@town.mitake.lg.jp）のいずれかの方法で提出してください。

■ 問い合わせ：住民環境課環境整備係　担当：小
お ぎ そ

木曽（内線 2124）

「パブリック・コメント」　　みなさんの意見を募集します

　みなさんの家庭から出される可燃ごみのうち、重さで約 4割が調理の残りや食べ残し
などの生ごみといわれています。この生ごみは可燃ごみ袋を重くするだけでなく、異臭
の発生や処理施設の燃料増加など、さまざまな問題にもつながっています。
　そこで、生ごみの削減など次の目的で、町民向けの講座を開催します。
　　◎調理の残りなどの残

ざん

さを堆
た い ひ か

肥化し、家庭で出る生ごみを減らす。
　　◎�生ごみからできた堆肥の利用や、室内の日差しや温度を緩和する緑のカーテンをつくり、
　　　省エネルギーへの意識の向上、啓発をおこなう。

テーマ／講座名／内容 日時／場所 対象／定員／申込期限
生ごみからできた堆肥でエコとおいしい食を味わう
　「プランターでフルーツ ・ 緑のカーテンづくり」

　◎生ごみからできた堆肥で緑のカーテンづくり
　◎パッションフルーツを育てておいしく食べよう

6月 1日（金）
午前 10時～正午
御嶽宿わいわい館

●対象：一般（町民）
●定員：30 名程度
●申込期限：5 月 25日（金）
　（定員になり次第締切）

楽しく調理してごみ減量　「エコ ・ クッキング」 ※

　◎�毎日の調理を通して環境問題への理解を深め、暮
らしのなかでできる環境保全の取り組みを実践し
よう

※「エコ・クッキング」は東京ガス㈱の商標登録です。

6月 21日（木）
午前 9時 30分～午後 3時
東邦ガス春日井営業所

クッキングサロン春日井

●対象：一般（町民）
●定員：24 名
●申込期限：6 月 8日（金）
　（定員になり次第締切）

何とかしたい生ごみ減量
　「ダンボールコンポストで生ごみ堆肥づくり」

　◎�においがほとんどなく、アパートのベランダでも
手軽に堆肥づくり。その堆肥で、プランター家庭
菜園をしよう

7月 15日（日）
①親子講座
午前 10時～午前 11時 30分
②一般講座
午後 1時～午後 2時 30分
御嵩町役場

●対象：町民
　①親子（小・中学生と保護者）
②一般

●定員：各 20名程度
●申込期限：6 月 29日（金）
　（定員になり次第締切）

●申込方法：住民環境課へ電話またはファックス、電子メールで申し込みください。
■ 申込先／問い合わせ：住民環境課環境整備係　担当：小

お ぎ そ

木曽（内線 2124）
　FAX�67-1999　電子メールアドレス�kankyo@town.mitake.lg.jp

～ 環境基本計画重点エコプロジェクト ～

◆「生ごみ減量と緑を育む運動」講座を開催します

みたけエコシンボルキャ
ラクター「ミーモくん」
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♪♪　御嶽宿 わいわい館 ・ さんさん広場からのお知らせ　♪♪

☀ 御嶽宿さんさん広場（名鉄御嵩駅前）
「宿の市」 開催日時 ： 午前 9 時～正午

5 月 6 日 （日） ・ 6 月 3 日 （日）

� 御嶽宿わいわい館（願興寺向かい）
　開館時間：午前 9時～午後 5時
　休館日：毎週水曜日　☎（0574）42-8580

～ わいわいだより ～

☆ 御嶽宿わいわい館へ申し込みください ☆

◇開館 2 周年記念！ 「落語会」（わいわい館�茶房棟）

　今月で開館 2周年を迎えるわいわい館では、「落語
会」を開催します。落語で“大笑い”しませんか…？
●日時：5 月 27日（日）　午後 1時 30分～
●定員：40 名
●参加費：500 円（おもてなしメニューつき！）
●出演：大垣落語の会

◇ 「パソコン絵画展」（わいわい館�茶房棟・交流棟 2階）

　障害のある人や高齢者のみなさんがパソコンを使っ
て制作した絵画を展示します。期間中には、「パソコ
ンお絵かき体験講座」もおこないます。
●期間：5 月 17日（木）～ 6月 10日（日）
●出展者／講師：細

ほその

野三
み ち よ

千代さん（ほほ笑
え

み会）
★パソコンお絵かき体験講座（参加費無料）
　◎日時：5 月 20日（日）　午前 10時～正午
　◎定員：10 名（小学生以下は保護者同伴）

◇ 「折り紙アート講座」（わいわい館�交流棟 1階）

　折り紙や和紙で、季節の「花」をつくります。
●日時：5 月 18日（金）　午後 1時 30分～
●定員：10 名　　●持ち物：はさみ（紙切り用）
●参加費：1,000 円（材料代、おもてなしメニューつき！）
●講師：植

うえだ

田恵
え み こ

美子さん
■ 問い合わせ：まちづくり課まちづくり推進係
　担当：栗

くりやもと

谷本・柴
し ば た

田（内線�2235）

～ さんさんだより ～

◇あなたもイベントを企画してみませんか ??

　4 月 1日（日）にさんさん広場で、「みたけ中山道
ライブ」がおこなわれました。
　当日は、太

たいこ

鼓の演奏や人形市、フリーマーケット、
団子や手作りサンドウィッチなどの販売があり、と
てもにぎやかでした。
　太鼓の演奏をしてい
ただいたのは、鬼と
獅
し し

子舞
まい

が広場内を駆
か

け
回り、力強い演奏を聴
かせてくれた鬼

きしん

神太
たいこ

鼓
のみなさんと、幅広い世代のみなさんが一糸乱れぬ
演奏を聴かせてくれた鵜

うほう

峰太
たいこ

鼓のみなさんです。
　みなさんもイベントを企画してみませんか ?? ア
イデアをお待ちしています。

◇ 「鯉
こい

のぼり」 を見に来てください！

　5 月 6 日（日）まで
さんさん広場では、た
くさんの鯉のぼりを
飾っています。ぜひお
出かけください !!

御嶽宿 わいわい館 ・ さんさん広場からのお知らせ

情報ガイド情報ガイド

☆★☆★☆★ 乳幼児期家庭教育学級だより （5 月） ☆★☆★☆★

　教育委員会では、乳幼児の保護者のみなさんを対象に、子育ての学習と仲間づくりを目的とした『乳幼児期家
庭教育学級』を設置しています。今月は次の講座をおこないますので、ぜひご参加ください。

※�あいあいくらぶ（平成 24年度前期組：平成 23年 10月～平成 24年 3月生まれのお子さんと
保護者）は、5月から学級がスタートします。多くのみなさんの参加をお待ちしています。

◎�家庭教育学級・あいあいくらぶの申し込みは随時受付しています。入級を希望される人はお問い合わせください。
■申込先／問い合わせ：生涯学習課生涯学習係　担当：須

す だ

田（昌
しょう

）（内線�2268）

学級名 開催日 時�間 場�所 講座の内容
上之郷・御嵩学級 30日（水）

午前 10時～
午前11時30分

上之郷・御嵩公民館 バス遠足（太平公園）

中学級 16日（水） 中公民館 バス遠足（川合公園）

伏見学級 31日（木） 伏見児童館 バス遠足（太平公園）

あいあい
くらぶ

Ｈ23 後期組 9日（水）
保健センター

乳幼児の救急法を学ぼう

Ｈ24 前期組 21日（月） 開級式
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��保健センターだより �
【 6 月の行事予定 】

■問い合わせ ： 保健センター

☎ 67-2111　　ＦＡＸ 67-2118

★予防接種　 ※不明な点は、保健センターまでお問い合わせください。
予防接種名 日にち／開催場所／受付時間 対�象 申込方法

�ＢＣＧ �5 日（火）／保健センター
�　　　13：15～ 13：30

�◎平成 24年 2月生まれ
�◎ 6か月未満で未接種 �申込不要（直接、会場へお出かけください）

�三種混合 �20 日（水）／保健センター
�　　　13：45～ 14：15� ��7 歳半未満でBCG接種済み �申込不要（直接、会場へお出かけください）

麻しん風しん
混合�1 期

�12 日（火）／田原医院
�　　　13：30～ 14：00

�平成 23年 5月生まれ �申込不要（直接、会場へお出かけください）

�2 歳未満で 1期未接種 �★ �5 月 28 日（月）～ 6月 1 日（金）
に保健センターへ申し込みください。

�日本脳炎
��6 日（水）・7日（木）・12日（火）
／保健センター
�　　　13：45～ 14：15�

��平成 18年 4月 2日～
平成 21年 4月 1日生まれ

�申込不要（直接、会場へお出かけください）
�※�対象者には個別通知をします。

�ポリオ
�＜予約制＞
�定員：各日 40名

 �14 日（木）・21 日（木）・26
日（火）／保健センター
�　　　13：45～ 14：00�

��7 歳半未満でBCG接種済み �★ �6 月 4日（月）～ 8日（金）に　　
保健センターへ申し込みください。

★母子保健

行事名 日にち／受付・開催時間 対�象 開催場所

�母子健康手帳の交付 ��毎週金曜日（祝日を除く）
�　　　13：00～ 16：30 �妊婦

�保健センター

�妊婦歯科検診 ��1 日（金）／�受付�13：20～ 13：30 �妊婦

�プレママサークル ��14 日（木）／ 9：30～ 12：00 �妊婦

�育児相談 �22 日（金）／ 9：30～ 11：00 ��0 歳～就学前まで

�赤ちゃんサークル �5 日（火）／�受付�14：15～ 14：30 ��平成 24年 2月生まれのお子さんとその保護者

�7 か月児相談 �15 日（金）／�受付�9：30～ 9：45 ��平成 23年 10月生まれ

�10 か月児相談 �8 日（金）／�受付�9：30～ 10：00 ��平成 23年 7月生まれ

�乳児健診 ��28 日（木）／�受付�13：15～ 14：00 ��平成 24年 1月・2月生まれ

�3 歳児健診 �19 日（火）／�受付�13：15～ 13：30 ��平成 21年 4月 2日～ 5月 31日生まれ

★成人保健

行事名 日にち／開催時間 対象／申込方法 開催場所

�いきいき健康相談 ��毎週月曜日（祝日を除く）
�　　　13：00～ 16：30 �町内の人 保健センター

�精神保健福祉相談
�＜予約制＞�定員：3名

�4 日（月）
�　　　13：30～ 15：30

��★�相談日の午前中までに保健センターへ申し
込みください。 保健センター

★予約・申し込みが必要な行事などについては、定員になり次第、受付を終了させていただきます。

★検診　＜予約制＞

検診名／自己負担金 対�象 場所／日程

�子宮頸
けい

がん検診�※
1,000 円

20歳以上の女性
（�平成 5 年 3 月 31 日以前生まれで、
今年度中に偶数年齢になる女性）

可児市内の指定産婦人科医院／ 6月～ 12月

�乳がん検診�※
40歳代：1,800 円
50歳代：1,500 円

40歳以上の女性
（�昭和 48 年 3 月 31 日以前生まれで、
今年度中に偶数年齢になる女性）

①�保健センター
／ 6月 27日（水）、7月 4日（水）、11日（水）

②可児市内の指定産婦人科医院／ 6月～ 12月

�骨
　こつそしょうしょう

粗鬆症検診
1,000 円

今年度中に、40歳、45歳、50歳、55歳、
60歳、65歳、70歳になる女性

保健センター
／ 6月 18日（月）、19日（火）、20日（水）

●申込方法：5 月 21日（月）までに案内が届いた人は、はがきで申し込みください。
案内が届かなかった人で希望される人は、5月 21日（月）～ 25日（金）に保健センターへ申し込みください。

※子宮頸がん検診、乳がん検診の無料クーポン券対象者には個別通知をしますので、ご確認ください。
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子育て支援センター

＜中児童館＞
10 日（木）ひよこタイム（母の日のプレゼント作り）
� 午前 10時 30分
12日（土）母の日のプレゼント作り�

①午前 10時 30分　②午後 1時 30分
17日（木）ひよこタイム（リズム遊び）
� 午前 10時 30分
19日（土）ガラス絵かき＆壁面かざり作り
� 午後 1時 30分
31日（木）ひよこタイム（おやつ作り）�午後 1時 30分
★閉館日：25 日（金）、26 日（土）

申

参

申

参… 申込必要 … 参加費必要

ぽっぽかん
休館日：土曜・日曜日、祝日、年末年始

開館時間：午前 9 時～午後 5 時
☎ 67-5221

指定管理者：社会福祉法人 御嵩町社会福祉協議会
中児童館 ☎ 67-0400 ／伏見児童館 ☎ 67-3625

休館日：日曜日、祝日、年末年始
開館時間：午前 10 時～午後 5 時

★★ 5 月の予定★★

ぽっぽかん

＜伏見児童館＞
9 日（水）ひよこタイム（小麦粉粘

ねんど

土遊び）
� 午前 10時 30分
12日（土）母の日プレゼント作り
� 午後 1時 30分
19日（土）みんなで遊ぼう（スポーツ）�午後 1時 30分
23日（水）ひよこタイム（春みつけ散歩）

午前 10時 30分
★閉館日：25 日（金）、26 日（土）

申

参

申

参

☆ “育児相談”

　子育てについて、不安はありませんか？気軽にお　
出かけください。電話もお待ちしています。
　◆日時：月曜～金曜日　午前 9時～午後 5時

★ “子育ておしゃべりタイム” へのお誘い

　小さいお子さんをお持ちのお母さん、子育て支援セ
ンターへ来ませんか？一緒におしゃべりしたり、子ど
もと遊びながら、ストレスを発散しましょう。 
　◆日時：毎週月曜日　午前 10時～午前 11時 30分

★ “親子教室” のご案内 （会員制）　★会員募集中

　申し込んだコースに参加してください。
　◆日時：午前 10時～午前 11時 30分
　　◎さくらんぼコース（1歳児）
　　　　5 月 22日（火）　開級式
　　◎りんごコース（2歳児）

5月 25日（金）　開級式
　※�親子教室の会員を募集しています。近くにお住ま

いのお友だちも誘って、一緒に楽しみませんか。

★ “おはなしの広場” に来てね！

　紙芝居や絵本に親しみ、読み聞かせを
通して情緒豊かなお子さんに育てましょ
う。貸出しもおこなっています。
　◆日時：5 月 9日（水）、6月 13日（水）
　　午前 10時 30分～午前 11時 30分
　※�絵本の読み聞かせは、毎日、午前 11 時 30 分か

らおこなっています。親子で読み聞かせに参加し、
絵本の世界を楽しみましょう。

★ 5 月の “園庭開放” ＆ “巡回子育て相談”

　◆日時：午前 9時 30分～午前 11時 30分
　　 9日（水）中保育園 � 10 日（木）伏見保育園　
　　17日（木）御嵩保育園 � 24 日（木）上之郷保育園
　※�園庭開放の申込受付は、各保育園または子育て支

援センターでおこなっています。通年、1か所の
保育園での参加となります。

★ “出前保育” をおこないます！

　遊んだり、楽しみながら、交流を深めます。
　◆日時：5 月 16日（水）　午前 10時～正午
　◆場所：南山公園（雨天の場合：B&G海洋センター体育館）

＜ 6 月の予定＞
◎ 4 日： サーキット遊び
◎ 11 日： 保健師の話

身体測定
◎ �18 日：うちわ作り
◎ 25 日：七夕かざり作り

＜ 5 月の予定＞
◎ 7 日： おもちゃ作り
◎ 14 日： 栄養士の話

身体測定
◎ �21 日： ふうせん遊び
◎ �28 日：散歩

申

参

申

参

＜中･伏見児童館合同行事＞
「第 16 回　みたけ町こどもまつり」

楽しいイベントがいっぱいです。みんな来てね！
● 日時：5 月 26日（土）　　※雨天決行
　午前 10時～午後 2時 30分
●場所：中公民館
●�主な内容 :
　【オープニング】
　　大道芸人ちんねんくんのおもしろパフォーマンス
　【遊びのコーナー】
　　ボールダーツ、ホールインワンゲーム、しゃぼん玉
　【工作のコーナー】
　　キーホルダー作り、マラカス作り
　【その他】
　　ピーカ！ブーさんの人形劇、映画、
　　模擬店（50円～）、お楽しみ抽選会
　　　　　　　　　　　　　　　　など
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30

＜ 平成 24 年 3 月
受付分（敬称略）＞

■問い合わせ：住民環境課住民係　担当：仲
な か だ

田（内線�2105)

（
（

　����婚姻者名　　　���住　　所

　小栗幸治（北 屋 敷）
　久藤夏紀（北 屋 敷）

　生駒繁幸（可 児 市）
　塩治綾乃（本 郷）

　水野恵介（多治見市）
　永瀬阿矢子（南 町）

　山口雅央（ 宿 ）
　関口　瞳（東 京 都）

　伊藤純平（南山台東）
　久保麻里奈（愛 知 県）

　馬場駿作（大 久 後）
　平沢優美（恵 那 市）

　牛田貴之（愛 知 県）
　安藤裕紀（十日市場）

ご結婚
　　おめでとう

（

※ ゴールデンウィーク期間（5 月 3 日
～ 6 日）は開館しています。

������出生児名�����������自治会名���������保護者名

田
た な か

中颯
そ う た

汰（南 山）

黒
く ろ だ

田龍
りゅうが

雅（大 庭 台）

仁
に し な

科　皇
こう

（新 町）

井
い も と

本武
む さ し

蔵（西 田）

眞
ま な べ

鍋龍
た つ き

輝（共 和 台）

田
た な か

中梨
り あ

愛（高 倉 台）

所
ところ

　珠
み れ い

羚（木 の 下）

お誕生
　　おめでとう

聡 司
由可莉

孝 賢
アリネ

武 也
ま や
英 人
恵 美
豊 大
恵 理
辰 治
仁以奈

善 隆
美沙子

5 月の休館日
《毎週月曜日　毎月第 3火曜日》

《毎月最終金曜日》

7 日（月）、14 日（月）、15 日（火）、
21 日（月）、25 日（金）、28 日（月）

◆ キッズシアター
　「名犬ラッシー」
●日時：5 月 19日（土）
　午後 2時～午後 3時 30分
●場所：1 階研修室

◆ おとなのシネマシアター
　「第三の男」
●日時：5 月 20日（日）
　午後 2時～午後 3時 45分
●場所：1 階研修室

◆ わくわくたいむ
　絵本や紙芝居の読み聞かせです。
● 日時：5 月 5日（土・祝）・12日
（土）・26日（土）
　午後 2時～午後 2時 30分
●場所：おはなしのへや

◆ えほんのひろば
　0歳～ 3 歳児向けの絵本や紙芝居
の読み聞かせです。
● 日時：5 月 8日（火）・22日（火）

◆ 中山道みたけ館ミニ展示
　「楽しい絵本の世界」
　～ぐりとぐらをはじめとする

25 さいを過ぎた絵本～
　出版から 25年を過ぎても長く愛さ
れている絵本を紹介します。
● 期間：5 月 24日（木）
まで

● 場所：1 階エントラン
スホール

開
館
時
間

火〜金：午前 10 時〜午後 6 時

　　　：午前 9 時〜午後 5 時土・日
祝 日

（図書館・郷土館・竹屋資料館）

◆ホームページアドレス：
　http://www.town.mitake.gifu.jp/

中山道みたけ館 ☎（0574）67-7500
竹屋資料館　　 ☎（0574）67-5704

　午前 10時 30分～午前 11時
●場所：おはなしのへや

◆ 郷土館資料紹介展

　「服
はっとり

部保
やすし

の描いた作品展」
● 期間：5 月 27日（日）まで
●場所：2 階特別展示室

◆ 竹屋資料館ミニ展示
　「パッチワーク展」
● 期間：5 月 26日（土）～

6月 9日（土）
●場所：商家竹屋�主屋
●協力：めだかの学校

★ ★　5 月の予定　★ ★
中 山 道

み た け 館

　死亡者名���������死亡年齢�������自治会名��������������喪主名

伊佐次多津子��83 歳（長 瀬）伊佐次敏

小栗千惠子��81 歳（長 瀬）小栗隆司

桑下視義��87 歳（美 佐 野）桑下利秋

丹羽鈴子��82 歳（川 南）丹羽康人

安藤里美��78 歳（十日市場）安藤智美

小澤千代子��83 歳（古 屋 敷）小澤重義

山口みさゑ��90 歳（大 久 後）山口芳明

長尾逸夫��78 歳（西 田）長尾伸一

和田静男��85 歳（津 橋）和田敏彦

内納トミヱ��86 歳（西 田）内納正人

鈴木安雄��93 歳（北 切）鈴木厚美

長谷川忠夫��85 歳（赤 坂）長谷川弘志

佐藤美江��96 歳（長 岡）佐藤正博

田中すゞ江��91 歳（送 木）田中信夫

伊佐治隆広��47 歳（長 瀬）伊佐治ひさ子

鳩山春子��87 歳（十日市場）鳩山勝也

幡野正和��84 歳（南山台東）幡野正博

小栗利夫��68 歳（ 宿 ）小栗　操

お悔やみ
　申し上げます

（
（
（
（
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つ
い
て
そ
の
方
針
を
述
べ
て
お
き
ま
す
。

　

私
が
町
長
に
就
任
し
た
平
成
19
年
ま

で
は
、
毎
年
7
月
、
9
月
に
実
施
さ
れ

る
県
内
の
統
一
試
験
を
利
用
し
、
学
科

試
験
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で

の
問
題
は
、
受
験
の
際
、
自
分
の
希
望

す
る
市
町
村
を
ひ
と
つ
に
絞し

ぼ

ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ま
し

た
。
選
択
肢
が
ひ
と
つ
し
か
な
い
と
、

ど
う
し
て
も
大
規
模
で
安
定
感
の
あ
り

そ
う
な
市
に
受
験
者
が
集
中
し
て
し
ま

い
、
小
規
模
な
町
村
に
は
人
材
が
集
ま

り
に
く
く
な
り
ま
す
。
平
成
19
年
も
結

果
的
に
、
一
次
の
学
科
試
験
合
格
通
知

を
出
し
た
も
の
の
、
二
次
の
面
接
試
験

に
臨の

ぞ

ん
で
く
れ
た
受
験
者
は
2
人
だ
け

で
し
た
。
こ
の
年
は
退
職
者
も
少
な
く
、

若
干
名
の
募
集
で
し
た
の
で
事
な
き
を

得
た
の
で
す
が
、
深
刻
な
問
題
で
あ
る

の
は
事
実
で
す
。
町
と
し
て
も
、
有
能

な
人
材
を
豊
富
な
選
択
肢
の
な
か
か
ら

求
め
た
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

　

そ
う
し
た
危
機
感
を
持
ち
な
が
ら
、

平
成
20
年
実
施
の
採
用
試
験
は
民
間
の

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
県
内
の
統
一
試

験
実
施
月
で
あ
る
7
月
、
9
月
の
中
間
、

8
月
に
御
嵩
町
単
独
で
独
自
の
試
験
に

切
り
替
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
毎

年
の
競
争
率
は
15
倍
前
後
、
受
験
者
の

30
％
前
後
が
国
公
立
大
学
出
身
者
と
な

り
ま
し
た
。
合
格
通
知
を
出
し
て
も
、

辞
退
者
も
あ
り
ま
す
が
、
圧
倒
的
に
選

択
肢
が
増
え
た
の
も
事
実
で
す
。

　

採
用
試
験
は
三
次
ま
で
あ
り
ま
す
。

新
年
度

　

こ
の
季
節
に
な
る
と
、
退
職
・
新
規
採
用
・

異
動
に
よ
っ
て
、
多
く
の
出
会
い
や
別
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

役
場
で
も
、
40
年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り

行
政
マ
ン
と
し
て
活
躍
、
特
に
最
後
の
4
年

間
は
特
別
職
で
あ
る
副
町
長
と
し
て
私
を
支

え
て
く
れ
た
竹た

け
う
ち内

正ま
さ
や
す康

副
町
長
が
、
任
期
満

了
で
退
任
し
ま
し
た
。
後
任
に
は
、
民
生
部

長
と
し
て
経
験
を
積
ん
だ
纐こ

う
け
つ纈

久ひ
さ
み美

さ
ん
に

お
願
い
し
、
4
月
か
ら
緊
張
の
な
か
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
平

成
23
年
度
の
退
職
者
は
6
人
で
、
新
規
採
用

は
5
人
で
す
。
退
任
、
退
職
し
た
方
々
に
は

感
謝
の
気
持
ち
と
今
後
、
充
実
し
た
自
由
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
思
い
を
伝
え
ま
し

た
。

　

新
た
に
御
嵩
町
役
場
で
働
く
こ
と
と
な
っ

た
新
人
た
ち
に
は
、
環
境
に
慣な

れ
、
戦
力
と

な
っ
て
く
れ
る
日
が
一
日
も
早
く
来
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
一
緒
に
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
県
や
国
の
関
係
者
も

同
様
で
、今
後
、会
う
こ
と
は
な
く
な
る
人
や
、

逆
に
濃
密
な
か
か
わ
り
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く

り
の
一
助
を
成
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
と
直
感
的
に
思
え
る
出
会
い
も
あ

り
ま
す
。
数・

・字
が
大
切
な
こ
と
は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
間
関
係
、
特
に
重
要

な
信
頼
関
係
を
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
々
と

構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

職
員
の
採
用

　

町
に
は
、
一
般
職
職
員
と
臨
時
職
員
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
こ
で
は
一
般
職
の
採
用
試
験
に

町 長 月 記

一
次
試
験
が
学
科
。
人
数
は
自
動
的
に

2
分
の
1
に
絞
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
合

格
し
な
い
国
公
立
大
出
身
の
受
験
者
も

い
ま
す
。
二
次
試
験
は
デ
ィ
ベ
ー
ト
で

す
。
テ
ー
マ
は
も
ち
ろ
ん
共
通
で
、
自

分
の
意
見
を
説
得
力
あ
る
言
葉
や
態

度
で
相
手
に
伝
え
ら
れ
る
か
を
中
心
に

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
も
合
格

者
は
お
お
む
ね
2
分
の
1
に
絞
ら
れ
ま

す
。
三
次
試
験
は
面
接
で
す
。
こ
こ
で

初
め
て
町
長
も
立
会
い
、
面
接
官
と
な

り
ま
す
。
就
職
専
門
学
校
で
学
ぶ
よ
う

な
質
問
も
あ
り
ま
す
が
、
特
に
私
は
意

地
悪
な
質
問
を
す
る
傾
向
に
あ
る
よ
う

で
す
が
、
そ
れ
は
そ
の
若
者
の
伸
び
し

ろ
の
大
き
さ
を
確
認
し
た
い
か
ら
で
す
。

こ
の
時
点
で
は
、
出
身
大
学
は
ほ
と
ん

ど
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
最
終
的
な
合
格

者
は
、
人
事
担
当
者
に
町
長
・
副
町
長

が
加
わ
り
、
合
議
制
で
決
定
し
ま
す
。

　

災
害
な
ど
を
想
定
す
る
と
、
で
き
得

る
限
り
、
地
元
の
若
者
を
採
用
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
、
一
定

の
レ
ベ
ル
を
ク
リ
ア
ー
し
て
く
れ
な
い

と
合
格
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

本
年
度
の
新
規
採
用
者
は
5
人
中
4
人

が
地
元
、
う
ち
1
人
が
高
卒
者
と
い
う

こ
と
で
、
大
変
満
足
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
地
元
の

若
者
が
挑
戦
し
、
合
格
し
て
く
れ
た
ら

と
願
う
ば
か
り
で
す
。

東
濃
高
校

　

定
数
減
や
風

ふ
う
ひ
ょ
う評

な
ど
で
心
配
を
さ
れ
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「町
長
と
語
る
会
」
を

開
催
し
ま
せ
ん
か
？

　

町
長
と
町
民
の
み
な
さ
ん
が
語

り
合
う
「
町
長
と
語
る
会
」
を
時

間
の
許
す
限
り
、
積
極
的
に
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
会
や
団
体･

グ
ル
ー
プ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：

　

 

企
画
課
秘
書
広
報
係　

担
当
：

可か

に児
（
内
線�

２
２
０
０
）

て
い
る
方
も
多
い
と
思
わ
れ
る
東
濃
高

校
が
、
少
し
ず
つ
で
す
が
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
8
年
ぶ
り
に
定
数
を
オ
ー

バ
ー
し
、
合
格
発
表
の
際
に
は
歓
声
も

あ
が
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
二
次
募
集

も
な
く
、
受
験
で
合
格
し
た
今
年
の
1

年
生
に
は
、
誇ほ

こ

り
を
持
っ
た
高
校
生
活

を
送
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
教
頭
二
人
体
制
と

な
り
ま
し
た
が
、
東
濃
高
校
の
規
模
で

は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
と
聞
き
及
ん
で

お
り
、
こ
れ
も
県
の
立
て
直
し
の
本
気

度
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
ま
た
、
町
民
の
み
な

さ
ん
に
も
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
と
こ
ろ
だ

け
を
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
い
と

こ
ろ
に
着
目
し
、
紹
介
す
る
よ
う
な
方

向
を
見み

据す

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
何
十
年
ぶ
り
か
に
、
野
球
部
の

練
習
を
見
学
に
行
こ
う
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。�

（
御
嵩
町
長　

渡
邊
公
夫
）

4
月
11
日
執
筆



【 みた けエコシンボルキャラクターが決まりました！！ 】

　

町の人口と世帯（2012.4.1 現在）

POPULATION　（　）内は前月比

　　 人口　19,319 人（－ 80）

　　　 男　 9,533 人（－ 40）

　　　 女　 9,786 人（－ 40）

　　 世帯  6,943 世帯（－ 70）
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表　

紙　

か　

ら

　

4
月
1
日
（
日
）
に
願
興
寺
で

お
こ
な
わ
れ
た
「
御
嵩
薬
師
祭

礼
」
の
様
子
で
す
。
桜
は
ま
だ
つ

ぼ
み
の
ま
ま
で
寒
い
日
で
し
た

が
、
今
年
も
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
礼
は
、
県
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
約
１
、０
０
０
年
に
わ
た
り

受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
あ
る

お
ま
つ
り
で
す
。

　

赤
い
布
を
か
ぶ
り
、
お
面
を
つ

け
た
「
蝿は

え

追お

い
」
が
持
っ
て
い

る
「
し
き
み
」
の
枝
で
頭
を
叩た

た

か

れ
る
と
厄や

く

除よ

け
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
人
が
頭
を

叩
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
山だ

し車
の
上
で
は
、
白お

し
ろ
い粉

を

塗
っ
た
か
わ
い
い
稚ち

ご児
た
ち
の

笛
や
太た

い
こ鼓

も
あ
り
ま
し
た
。

今月の健康料理 「じゃがいものスープ」

▲�幸�Camelia

◀��みたけ庵

■ 問い合わせ：住民環境課住民係　
　（内線�2105)

■レシピ提供：保健センター　担当：佐
さ ご う

合（管理栄養士）（内線 2193）　

★ワンポイントメモ★　じゃがいもは、いものなかでもビタミン Cが多く、そのビタミンＣは熱に強く、加熱しても壊
こわ

れにくいです。また、カリウムを多く含み、塩分を排
はいせつ

泄し、高血圧を予防する効
果があり
ます。

【作り方】
①�じゃがいもは皮をむいていちょう切りにし、水
にさらす。玉ねぎは薄切りにする。

②�鍋にバターを溶かして玉ねぎを炒め、半透明に
なったら、じゃがいもを加えて炒め、コンソメ
スープを入れて煮る。

③�じゃがいもがやわらかくなったら、ミキサーに
かけるか裏ごしして、鍋に戻して火にかける。
牛乳も加えて火を通す。

④�塩で味をととのえ、お皿に入れて、みじん切り
のパセリを散らす。

★あたたかくても冷やしても、おいしいです。

【材 料】（4人分）

じゃがいも � 200 ｇ
玉ねぎ � 60 ｇ
バター � 8 ｇ
牛乳 � 200 ㏄
塩� 小さじ 1/3
パセリのみじん切り� 少々
【コンソメスープの材料】
　固形コンソメ � 1 個
　水 � 400 ㏄

【1 人分の栄養価】
エネルギー たんぱく質 カルシウム 食物繊維 塩分
95kcal 2.7g 60mg 0.9g 1.2g

広報紙“ほっとみたけ”は再生紙を使用し、地球にやさしいベジタブルインキで印刷されています。

【 町内の 3 店舗が『県産品愛用推進宣言の店』に認定されました！】

　県では、県内産の食材を利用した料理を提供したり、
販売したりしている店を『県産品愛用推進宣言の店』と
して指定しています。平成 23 年度、町内では次の 3店
舗が認定を受けました（県内では 27店舗）。
　「幸

さち

�C
カ メ リ ア

amelia」は、可茂地域のものを積極的に活用した
料理を提供しています。さらなる地

ち さ ん

産地
ちしょう

消をめざし、現
在進行形で食品開拓をおこなっています。「みたけ庵

あん

」は、
使用しているお米の 100％が御嵩産で、町内の旬

しゅん

の野菜
（タケノコや里芋など）を使っている地域密着のお店です。
また、「鬼岩温泉�了

りょうざん

山」も認定を受けました。
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